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│
│
醍
醐
天
皇
崩
御
前
後
・
醍
醐
寺
・
僧
貞
崇
〜
両
書
が
「
隠
し
た
」
も
の
│
│

竹

居

明

男

は

じ

め

に

本
稿
は
、
拙
稿
「『
道
賢
上
人
冥
途
記
』・『
日
蔵
夢
記
』
備
考
│
│
史
実
と
の
関
係
、
な
ら
び
に
登
場
人
物
、
全
体
構
成
、
表
現
の
相

違
等
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」（
日
蔵
夢
記
研
究
会
編
『
日
蔵
夢
記
研
究
大
成
』
所
収
、
平
成
十
四
年
九
月
入
稿
済
み
）
と
同
趣
旨
の
も
と
、

さ
ら
に
別
の
角
度
か
ら
『
道
賢
上
人
冥
途
記
』・『
日
蔵
夢
記
』
両
書
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
『
冥
途
記
』・『
夢
記
』
と
略
称
す
る
）
の
制
作

背
景
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
史
実
を
集
成
・
提
示
す
る
と
と
も
に
、
若
干
の
考
察
を
め
ぐ
ら
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
本
稿
で
は
、
右
拙
稿
に
て
言
及
し
た
「
第
四
親
王
」（＝
醍
醐
天
皇
第
四
皇
子
重
明
親
王
。『
夢
記
』
の
み
に
所
見
）
に
関
す

る
記
述
に
端
を
発
し
て
、
史
実
と
し
て
の
（
一
）
醍
醐
天
皇
崩
御
直
前
な
ら
び
に
追
善
の
仏
事
、（
二
）
醍
醐
天
皇
追
善
の
場
と
し
て
の

醍
醐
寺
、（
三
）
真
言
僧
貞
崇
の
事
績
、
の
三
点
を
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
た
上
で
、『
冥
途
記
』・『
夢
記
』
の
内
容
と
の
関
連
に
つ
い

て
│
│
結
論
を
先
取
り
し
て
言
う
な
ら
│
│
、
両
書
は
、
そ
れ
ら
の
史
実
を
む
し
ろ
「
無
視
」
な
い
し
「
隠
蔽
」
し
た
述
作
で
は
な
い
か
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と
い
う
こ
と
を
問
題
提
起
し
、
両
書
の
成
立
背
景
究
明
の
一
つ
の
手
掛
か
り
に
し
た
い
と
思
う
。

な
お
本
稿
は
、
平
成
十
四
年
七
月
二
十
日
開
催
の
日
本
宗
教
民
俗
学
研
究
会
に
お
け
る
、
今
堀
太
逸
氏
の
口
頭
報
告
「
天
満
天
神
と
梵

天
・
帝
釈
天
│
│
鎮
国
と
衆
生
守
護
│
│
」
な
ら
び
に
配
布
資
料
に
示
唆
を
得
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
本
稿
と
右

拙
稿
と
の
併
読
を
切
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
一
）
醍
醐
天
皇
崩
御
直
前
な
ら
び
に
追
善
の
仏
事

『
冥
途
記
』・『
夢
記
』
に
共
通
す
る
内
容
上
の
特
徴
の
一
つ
は
、
通
常
藤
原
時
平
一
派
の
陰
謀
と
目
さ
れ
て
い
る
菅
原
道
真
左
遷
の
罪

を
、
む
し
ろ
醍
醐
天
皇
と
そ
の
臣
下
た
ち
に
帰
し
て
、
地
獄
の
苦
し
み
を
味
わ
わ
せ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
道
真
歿
後
間
も

な
い
時
期
に
お
い
て
、
藤
原
時
平
周
辺
の
一
族
に
お
い
て
も
、
道
真
の
怨
霊
へ
の
対
策
が
│
│
表
面
化
こ
そ
し
て
い
な
い
も
の
の
│
│
講

じ
ら
れ
て
い
た
事
実
が
看
取
さ
れ
る
が
（
拙
稿
「
怨
霊
の
幻
影
」、『
日
本
思
想
史
学
』
第
一
九
号
掲
載
、
昭
和
六
十
二
年
九
月
）、
一
方

の
醍
醐
天
皇
に
つ
い
て
も
、
例
の
宮
中
清
涼
殿
落
雷
を
契
機
と
す
る
病
臥
か
ら
崩
御
、
そ
し
て
、
そ
れ
よ
り
後
の
史
実
を
丹
念
に
た
ど
っ

て
み
る
と
、
ま
こ
と
に
懇
ろ
な
同
天
皇
追
善
の
仏
事
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
一
応
天
慶

年
間
（
九
三
八
〜
四
七
）
ま
で
に
限
っ
て
、
そ
の
実
態
を
管
見
の
限
り
集
成
・
提
示
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
�
を
付
し
た
事

項
は
、
参
考
事
項
（
出
典
は
省
略
）
ま
た
は
区
切
と
な
る
べ
き
事
項
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、「
史
料
」
は
『
大
日
本
史
料
』
の
略
で
あ
る

（
以
下
、
同
様
）。
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�
延
長
八
年
（
九
三
〇
）
六
月
二
十
六
日
、
宮
中
清
涼
殿
落
雷
。

同
年
六
月
二
十
九
日
、
御
不
予
に
よ
り
、
僧
貞
崇
を
召
し
て
読
経
さ
せ
る
。〔
古
今
著
聞
集
、
花
鳥
余
情
（
拠
吏
部
王
記
）、
元
亨
釈

書
。
史
料
一
ノ
六
、
二
六
四
〜
五
頁
。
な
お
古
今
著
聞
集
で
は
、
貞
崇
が
「
念
仏
」
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、「
大
般
若
の
御
読

経
」
を
つ
と
め
る
よ
う
「
稲
荷
の
神
」
が
託
宣
し
た
と
の
文
脈
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
は
史
料
の
綱
文
に
従
が
っ
た
〕

同
年
七
月
二
十
一
日
、
天
台
阿
闍
梨
五
人
を
請
い
、
常
寧
殿
に
五
壇
法
を
修
す
る
（
七
月
二
日
、
天
皇
は
清
涼
殿
か
ら
常
寧
殿
に
移
御

し
て
い
る
）。
ま
た
、
御
不
予
に
よ
り
、
延
暦
寺
に
お
い
て
白
檀
五
大
尊
像
を
造
り
は
じ
め
る
。〔
日
本
紀
略
、
扶
桑
略
記
。
史

料
一
ノ
六
、
二
七
一
〜
二
頁
〕

同
年
八
月
九
日
、
御
不
予
に
よ
り
、
度
者
五
百
人
を
定
め
ら
る
。
つ
い
で
十
九
日
に
は
、
度
者
一
千
人
を
給
す
る
。〔
扶
桑
略
記
、
日

本
紀
略
。
史
料
一
ノ
六
、
二
七
三
頁
〕

同
年
八
月
十
一
日
、
御
不
予
に
よ
り
、
諸
社
奉
幣
使
を
定
め
る
。〔
扶
桑
略
記
、
政
事
要
略
。
史
料
一
ノ
六
、
二
七
三
頁
〕

同
年
八
月
十
九
日
、
大
和
信
貴
山
寺
の
僧
命
蓮
を
召
し
て
、
聖
体
を
加
持
せ
し
む
。〔
信
貴
山
縁
起
巻
中
、
山
槐
記
長
寛
三
年
六
月
二

十
八
日
条
。
史
料
一
ノ
六
、
二
七
五
〜
七
頁
〕

同
年
八
月
二
十
一
日
、
御
不
予
に
よ
り
、
僧
二
十
三
人
を
請
じ
て
、
今
日
よ
り
七
日
間
、
御
修
法
を
行
な
う
。〔
扶
桑
略
記
。
史
料
一

ノ
六
、
二
七
七
頁
〕

同
年
八
月
二
十
五
日
、
御
不
予
に
よ
り
、
右
大
臣
藤
原
定
方
、
延
暦
寺
に
お
い
て
金
剛
般
若
経
百
巻
を
読
誦
せ
し
む
。〔
日
本
紀
略
。

史
料
一
ノ
六
、
二
七
七
頁
〕

同
年
八
月
是
月
、
上
野
太
守
重
明
親
王
、
御
悩
平
癒
を
長
谷
寺
観
音
に
祈
り
、
白
檀
観
音
像
を
造
り
始
め
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
花
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鳥
余
情
所
引
）。
史
料
一
ノ
六
、
二
七
八
頁
〕

同
年
九
月
二
十
一
日
、
権
律
師
会
理
、
僧
二
十
一
口
を
請
い
、
七
日
間
、
広
隆
寺
に
お
い
て
孔
雀
経
法
を
修
し
て
御
悩
平
癒
を
祈
る
。

〔
東
寺
長
者
補
任
（
吏
部
王
記
も
引
く
）。
史
料
一
ノ
六
、
二
八
一
〜
二
頁
〕

�
同
年
九
月
二
十
二
日
、
麗
景
殿
に
お
い
て
譲
位
す
る
。

同
年
九
月
二
十
九
日
、
御
不
予
に
よ
り
、
天
下
に
大
赦
し
、
七
箇
寺
に
お
い
て
諷
誦
を
修
す
る
。〔
日
本
紀
略
、
吏
部
王
記
逸
文
（
醍

醐
寺
雑
事
記
所
引
）、
同
日
付
詔
書
（
政
事
要
略
所
引
）。
史
料
一
ノ
六
、
三
一
四
頁
〕

�
同
年
九
月
二
十
九
日
、
太
政
天
皇
、
尊
意
を
戒
師
と
し
て
出
家
。
つ
い
で
右
近
衛
府
大
将
曹
司
に
お
い
て
崩
御
。〔
史
料
一
ノ
六
、
三

一
六
頁
以
下
〕

同
年
十
月
十
日
、
深
夜
に
、
醍
醐
天
皇
を
宇
治
郡
小
野
郷
後
山
科
山
陵
│
│
醍
醐
寺
の
北
、
笠
取
山
の
西
、
小
野
寺
の
下
│
│
に
葬

る
。
葬
列
に
は
僧
四
十
口
が
同
行
し
、
諸
寺
の
念
仏
僧
が
路
傍
に
仕
送
し
た
。
ま
た
宇
多
院
の
命
で
、
山
陵
に
お
い
て
も
醍
醐

・
勧
修
寺
の
僧
が
念
仏
す
る
。〔
日
本
紀
略
、
扶
桑
略
記
、
吏
部
王
記
逸
文
（
西
宮
記
所
引
）
ほ
か
。
史
料
一
ノ
六
、
三
五
九

〜
七
〇
頁
〕

同
年
十
月
十
二
日
、
醍
醐
天
皇
の
後
山
科
山
陵
に
卒
塔
婆
三
基
を
立
て
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
西
宮
記
所
引
）。
史
料
一
ノ
六
、
三
六

〇
頁
〕

同
年
十
月
十
二
日
、
醍
醐
天
皇
の
た
め
に
、
二
七
日
の
諷
誦
を
修
す
る
こ
と
、
初
七
日
の
ご
と
し
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事

記
所
引
）。
史
料
一
ノ
六
、
三
七
〇
頁
〕

同
年
十
月
十
八
日
、
宇
多
院
の
命
に
よ
り
、
醍
醐
天
皇
の
た
め
に
、
朱
雀
院
に
候
す
る
念
仏
僧
の
う
ち
醍
醐
・
勧
修
両
寺
の
僧
に
念
仏
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を
奉
仕
せ
し
め
る
。
ま
た
両
寺
の
沙
弥
二
人
を
山
陵
辺
の
庵
に
居
住
せ
し
め
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）。

史
料
一
ノ
六
、
三
七
二
頁
〕

同
年
十
月
二
十
五
日
、
宇
多
院
、
夢
想
に
よ
り
、
醍
醐
天
皇
の
「
抜
苦
得
道
」
の
た
め
、
七
箇
寺
（
天
台
東
塔
・
西
塔
、
東
・
西
寺
、

醍
醐
・
勧
修
寺
、
小
野
寺
）
に
諷
誦
を
修
せ
し
め
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）。
史
料
一
ノ
六
、
三
七
四
〜

五
頁
〕

同
年
十
一
月
十
五
日
、
中
宮
穏
子
、
醍
醐
天
皇
七
七
忌
に
あ
た
り
、
白
銀
阿
弥
陀
仏
像
、
紺
紙
金
泥
・
水
晶
軸
の
法
華
経
を
造
写
し
、

法
会
を
醍
醐
寺
に
修
す
る
。
七
僧
は
尊
意
・
貞
崇
・
基
継
・
仁
照
・
基
増
・
済
春
・
延
賀
の
天
台
・
真
言
僧
が
勤
め
る
。〔
吏

部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）、
尊
意
贈
僧
正
伝
ほ
か
。
史
料
一
ノ
六
、
三

七
七
〜
八
頁
〕

同
年
十
二
月
九
日
、
醍
醐
天
皇
の
国
忌
を
西
寺
に
置
く
。〔
日
本
紀
略
、
東
宝
記
。
史
料
一
ノ
六
、
三
八
九
〜
九
一
頁
〕

承
平
元
年
（
九
三
一
）
五
月
七
日
、
遺
詔
に
よ
り
、
醍
醐
寺
定
額
僧
十
口
の
僧
供
料
と
し
て
、
近
江
国
の
正
税
を
も
っ
て
、
永
く
白
米

毎
日
四
斗
六
升
を
宛
て
る
。〔
同
日
付
太
政
官
符
（
慶
延
記
所
収
）、
吏
部
王
記
逸
文
本
年
六
月
二
十
四
日
条
（
醍
醐
寺
雑
事
記

所
引
）。
史
料
一
ノ
六
、
四
四
四
〜
五
頁
〕

同
年
六
月
三
日
、
遺
詔
を
う
け
た
醍
醐
寺
座
主
貞
崇
の
上
奏
に
よ
り
、
醍
醐
寺
に
年
分
度
者
二
人
を
置
き
、
一
人
は
三
論
宗
、
一
人
は

真
言
宗
を
学
ば
せ
る
。〔
同
日
付
太
政
官
符
・
本
年
七
月
二
十
一
日
付
僧
綱
牒
（
醍
醐
寺
要
書
所
収
）
ほ
か
。
史
料
一
ノ
六
、

四
五
四
〜
六
頁
〕

同
年
七
月
十
四
日
、
重
明
親
王
、
醍
醐
天
皇
の
た
め
に
盆
供
三
十
口
を
醍
醐
寺
に
寄
せ
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所

引
）、
左
経
記
長
元
元
年
七
月
五
日
条
。
史
料
一
ノ
六
、
四
九
二
頁
〕
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同
年
九
月
十
六
日
、
中
宮
穏
子
、
天
台
西
塔
院
に
お
い
て
、
醍
醐
天
皇
の
周
忌
法
会
を
修
す
る
。〔
日
本
紀
略
、
貞
信
公
記
抄
。
史
料

一
ノ
六
、
五
七
四
頁
。
※
史
料
の
綱
文
を
私
に
改
め
た
〕

同
年
九
月
二
十
四
日
、
朱
雀
天
皇
、
醍
醐
天
皇
周
忌
の
た
め
に
、
醍
醐
寺
に
金
彩
阿
弥
陀
仏
、
観
音
・
大
勢
至
菩
薩
、
及
び
金
字
法
華

経
・
阿
弥
陀
経
等
を
本
堂
（
釈
迦
堂
）
に
安
置
し
、
御
斎
会
を
修
す
る
。〔
日
本
紀
略
、
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所

引
）
ほ
か
。
史
料
一
ノ
六
、
五
七
五
〜
七
頁
〕

同
年
九
月
二
十
九
日
、
醍
醐
天
皇
国
忌
を
醍
醐
寺
に
修
す
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）
ほ
か
。
史
料
一
ノ
六
、
五

七
七
〜
八
〇
頁
〕

承
平
二
年
（
九
三
二
）
九
月
十
六
日
、
天
台
西
塔
院
釈
迦
堂
に
お
い
て
、
醍
醐
天
皇
周
忌
法
会
が
あ
り
、
尊
意
が
講
師
を
勤
め
る
。

〔
尊
意
贈
僧
正
伝
（
史
料
一
ノ
七
、
六
九
三
頁
）〕

同
年
九
月
二
十
八
日
、
皇
太
后
穏
子
、
醍
醐
天
皇
の
た
め
に
、
醍
醐
寺
に
お
い
て
新
写
四
巻
経
を
供
養
す
る
。
料
紙
は
醍
醐
天
皇
の
手

書
で
、「
去
年
御
斎
会
法
花
之
余
」
で
あ
っ
た
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）。
史
料
一
ノ
六
、
六
五
八
〜
九
頁
〕

同
年
九
月
二
十
九
日
、
醍
醐
天
皇
国
忌
。
醍
醐
寺
に
お
い
て
諷
誦
を
修
す
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）。
史
料
一
ノ

六
、
六
五
九
頁
〕

承
平
四
年
（
九
三
四
）
七
月
十
三
日
、
後
山
階
陵
の
陵
戸
及
び
徭
丁
を
醍
醐
寺
に
寄
進
す
る
。〔
同
日
付
宣
旨
（
慶
延
記
所
収
）。
史
料

一
ノ
六
、
七
九
七
頁
〕

承
平
六
年
（
九
三
六
）
九
月
二
十
九
日
、
醍
醐
天
皇
国
忌
。〔
西
宮
記
。
史
料
一
ノ
七
、
四
九
頁
〕

天
慶
元
年
（
九
三
八
）
九
月
二
十
九
日
、
醍
醐
天
皇
国
忌
。〔
本
朝
世
紀
。
史
料
一
ノ
七
、
二
八
三
頁
〕
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天
慶
二
年
（
九
三
九
）
九
月
二
十
九
日
、
醍
醐
天
皇
国
忌
。〔
本
朝
世
紀
。
史
料
一
ノ
七
、
四
九
八
頁
〕

天
慶
四
年
（
九
四
一
）
九
月
二
十
九
日
、
醍
醐
天
皇
国
忌
。〔
本
朝
世
紀
、
西
宮
記
。
史
料
一
ノ
八
、
二
〇
〜
一
頁
〕

天
慶
五
年
（
九
四
二
）
九
月
二
十
九
日
、
醍
醐
天
皇
国
忌
。〔
西
宮
記
。
史
料
一
ノ
八
、
一
五
九
頁
〕

天
慶
八
年
（
九
四
五
）
九
月
二
十
九
日
、
醍
醐
天
皇
国
忌
。〔
本
朝
世
紀
。
史
料
一
ノ
八
、
五
一
一
頁
〕

天
慶
年
中
（
九
三
八
〜
四
七
）、
大
法
師
定
助
、
故
醍
醐
天
皇
の
「
倍
増
法
楽
」
の
た
め
に
醍
醐
寺
に
東
院
を
建
立
す
る
。〔
安
和
二
年

八
月
十
七
日
付
僧
綱
牒
及
び
天
禄
二
年
二
月
十
九
日
付
太
政
官
牒
（
醍
醐
寺
要
書
所
収
）。
史
料
一
ノ
八
、
六
一
〇
〜
一
二

頁
、
同
一
ノ
一
三
、
三
〇
八
〜
九
頁
〕

さ
て
、
以
上
の
史
実
の
う
ち
、
ま
ず
延
長
八
年
六
月
二
十
六
日
の
宮
中
清
涼
殿
落
雷
事
件
か
ら
同
年
九
月
二
十
九
日
の
崩
御
に
至
る
、

約
三
か
月
間
の
、
醍
醐
天
皇
不
予
対
策
の
仏
事
を
日
付
順
に
整
理
・
要
約
す
る
と
（
右
の
年
表
に
お
い
て
は
、
要
約
し
た
記
述
内
容
を
、

以
下
に
は
詳
細
に
記
し
た
箇
所
が
あ
る
）

１.

真
言
僧
貞
崇
に
よ
る
念
仏
（
読
経
）（
於
、
宮
中
清
涼
殿
）

２.

天
台
阿
闍
梨
五
人
に
よ
る
五
壇
法
（
於
、
宮
中
常
寧
殿
）

３.

白
檀
五
大
尊
造
像
（
於
、
延
暦
寺
）

４.
度
者
一
千
人
の
給

５.
信
貴
山
寺
住
僧
命
蓮
に
よ
る
加
持
（
於
、
御
前＝

宮
中
常
寧
殿
か
）

６.

僧
侶
二
十
三
人
に
よ
る
七
箇
日
御
修
法
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７.

金
剛
般
若
経
百
巻
読
経
（
於
、
延
暦
寺
。
右
大
臣
藤
原
定
方
の
指
示
）

８.

上
野
太
守
重
明
親
王
に
よ
る
病
気
平
癒
祈
願
、
白
檀
観
音
造
像
、
鏡
一
面
・
灯
明
十
万
奉
納
（
於
、
長
谷
寺
）

９.

真
言
僧
会
理
及
び
僧
侶
二
十
一
人
に
よ
る
七
箇
日
孔
雀
経
法
（
於
、
広
隆
寺
）

１０.

諷
誦
（
於
、
七
寺
）

１１.

天
台
僧
尊
意
を
戒
師
と
し
て
の
出
家

の
よ
う
に
な
り
、
天
台
・
真
言
両
宗
そ
の
他
に
わ
た
り
、
か
つ
は
ま
た
種
々
の
仏
事
が
行
な
わ
れ
た
実
態
は
、
か
の
国
宝
『
信
貴
山
縁
起

絵
巻
』
巻
中
の
詞
書
に
「
え
む
き
の
み
か
と
、
こ
な
う
、
お
も
く
わ
つ
ら
は
せ
た
ま
ひ
て
、
さ
ま
�
�
の
お
ほ
む
い
の
り
と
も
、
み
す
ほ

う
、
み
と
経
な
と
、
よ
ろ
つ
に
せ
ら
る
れ
と
」
云
々
と
見
え
る
記
述
が
、
決
し
て
過
言
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
（
こ
の
う

ち
４
に
つ
い
て
は
、
他
の
関
連
史
実
と
も
ど
も
前
掲
別
稿
「『
道
賢
上
人
冥
途
記
』・『
日
蔵
夢
記
』
覚
書
」
参
照
）。

一
方
つ
づ
い
て
、
醍
醐
天
皇
崩
御
、
な
ら
び
に
そ
れ
以
後
の
追
善
仏
事
を
、
や
は
り
日
付
な
い
し
は
年
代
順
に
見
て
行
く
と
、

１２.

山
陵
（
後
山
科
陵
。
後
山
階
陵
と
も
）
へ
の
葬
送
に
際
し
て
の
、
僧
四
十
口
の
同
行
（
天
台
西
塔
院
主
仁
照
が
導
師
を
、
ま
た
基

継
僧
都
が
呪
願
を
勤
め
る
）。
路
傍
に
お
け
る
、
諸
寺
の
念
仏
僧
の
仕
送
。
さ
ら
に
山
陵
に
お
け
る
醍
醐
・
勧
修
両
寺
の
僧
（
済
高

・
仁
皎
・
元
方
・
壱
定
ほ
か
約
二
十
名
）
の
念
仏
奉
仕
（
宇
多
院
の
命
）

１３.

山
陵
（
後
山
科
陵
）
に
お
け
る
卒
塔
婆
三
基
起
立

１４.
初
七
日
・
二
七
日
に
お
け
る
諷
誦

１５.
醍
醐
・
勧
修
両
寺
僧
に
よ
る
念
仏
奉
仕
、
及
び
両
寺
の
沙
弥
二
人
の
山
陵
近
辺
居
住
（
宇
多
院
の
命
）

１６.

七
箇
寺
（
天
台
東
塔
・
西
塔
、
東
・
西
寺
、
醍
醐
寺
・
勧
修
寺
・
小
野
寺
）
に
お
け
る
諷
誦
（
宇
多
院
の
命
）
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１７.

醍
醐
寺
に
お
け
る
七
七
日
法
会
（
中
宮
穏
子
主
催
。
七
僧
は
尊
意
・
貞
崇
・
基
継
・
仁
照
・
基
増
・
済
春
・
延
賀
が
勤
め
る
）

１８.

国
忌
設
置
（
於
、
西
寺
）

１９.

醍
醐
寺
僧
供
料
と
し
て
近
江
国
正
税
充
当
（
遺
詔
に
よ
る
）

２０.

醍
醐
寺
に
年
分
度
者
二
人
設
置
（
遺
詔
に
基
づ
き
、
貞
崇
が
上
奏
）

２１.

重
明
親
王
の
、
醍
醐
寺
へ
の
盆
供
奉
送

２２.

延
暦
寺
西
塔
院
に
お
け
る
一
周
忌
法
会
（
中
宮
穏
子
主
催
）

２３.

醍
醐
寺
に
お
け
る
一
周
忌
御
斎
会
（
朱
雀
天
皇
主
催
）

２４.

醍
醐
寺
に
お
け
る
国
忌
（
少
な
く
と
も
承
平
元
・
二
年
の
二
度
）

２５.

延
暦
寺
西
塔
院
に
お
け
る
周
忌
法
会
（
講
師
は
尊
意
）

２６.

醍
醐
寺
に
お
け
る
新
写
四
巻
経
供
養
（
皇
太
后
穏
子
）

の
ご
と
く
で
あ
り
、
例
え
ば
１７
の
七
僧
が
、

天
台
僧
…
…
尊
意
・
仁
照
・
基
増

真
言
僧
…
…
貞
崇

南
都
僧
…
…
基
継
（
興
福
寺
）

未
詳
…
…
済
春
・
延
賀
（
延
喜
二
十
二
年
〔
九
二
二
〕
十
月
の
醍
醐
寺
上
座
に
就
任
ほ
か
若
干
の
事
績
に
つ
い
て
は
後
述
）

で
構
成
さ
れ
て
い
る
点
に
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
角
田
文
衞
監
修
『
平
安
時
代
史
事
典
』
な
ら
び
に
平
林
盛
得
・
小
池
一
行

編
『
僧
歴
綜
覧
』
に
よ
る
）、
醍
醐
天
皇
ゆ
か
り
の
人
物
た
ち
（
父
の
宇
多
院
、
中
宮
・
皇
太
后
の
穏
子
、
第
四
皇
子
重
明
親
王
、
第
十
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一
皇
子
朱
雀
天
皇
、
及
び
貞
崇
、
尊
意
）
に
よ
っ
て
、
や
は
り
天
台
・
真
言
を
中
心
と
し
た
諸
宗
に
よ
る
、
懇
ろ
な
追
善
仏
事
の
類
が
行

な
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、
七
七
（
四
十
九
）
日
以
降
は
、
仏
事
の
場
と
し
て
急
速
に
醍
醐
寺
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い
く

こ
と
も
看
取
さ
れ
る
。
中
で
も
１６
は
、
醍
醐
天
皇
崩
御
間
も
な
い
時
点
で
、
宇
多
院
が
「
夢
想
」
に
よ
り
、「
奉
為
先
帝
（＝

醍
醐
）
御

抜
苦
得
道
」
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
史
料
（『
吏
部
王
記
』
逸
文
）
に
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
重
要
で
、
こ
う
し
た
一
連

の
史
実
を
、『
冥
途
記
』・『
夢
記
』
は
、
そ
の
理
由
・
意
図
は
今
の
と
こ
ろ
定
か
で
は
な
い
が
、
事
実
上
は
無
視
な
い
し
隠
蔽
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
は
、
実
は
、
そ
れ
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
こ
こ
で
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
醍
醐
寺
の
造
営
過
程
、
及
び
僧
貞
崇
の
役
割
に

つ
い
て
も
、
同
様
な
点
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
を
項
に
分
け
て
検
討
し
て
い
こ
う
。

（
二
）
醍
醐
天
皇
追
善
の
場
と
し
て
の
醍
醐
寺

ま
ず
、
こ
の
項
で
は
、
天
禄
年
間
（
九
七
〇
〜
七
三
）
頃
ま
で
の
醍
醐
寺
の
創
建
・
造
営
過
程
を
可
能
な
限
り
詳
細
に
た
ど
り
（
一
部

は
、
前
項
で
掲
げ
た
事
項
と
重
複
す
る
こ
と
を
諒
と
さ
れ
た
い
）、
醍
醐
天
皇
追
善
の
場
と
し
て
の
醍
醐
寺
の
様
相
を
確
認
し
た
い
と
思

う
。
な
お
、
以
下
の
年
表
風
記
述
は
、
主
と
し
て
丸
尾
彰
三
郎
ほ
か
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
・
平
安
時
代
・
重
要
作
品
篇
』
第

五
巻
（
平
成
九
年
十
一
月
）
収
載
の
「
醍
醐
寺
及
聖
宝
・
観
賢
・
会
理
略
年
表
」
の
記
載
に
多
く
を
拠
り
な
が
ら
、
改
め
て
『
大
日
本
史

料
』
か
ら
関
係
事
項
を
検
索
し
て
、
よ
り
詳
細
を
期
し
た
も
の
で
あ
る
。
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「
貞
観
末
」
年
（
元
慶
元
年
。
八
七
七
）、
聖
宝
、
笠
取
山
に
登
っ
て
庵
居
を
結
成
し
、
尊
像
を
安
置
す
る
。〔
延
喜
十
三
年
十
月
二
十

五
日
付
太
政
官
符
（
醍
醐
寺
要
書
所
収
）〕

延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
六
月
二
日
、
醍
醐
寺
を
御
願
所
と
し
、
こ
の
日
、
聖
宝
、
醍
醐
・
成
願
両
寺
を
延
�
の
処
分
に
任
せ
る
。〔
聖

宝
僧
正
伝
、
同
日
付
聖
宝
処
分
状
ほ
か
。
史
料
一
ノ
三
、
八
八
五
〜
九
九
頁
。
同
一
ノ
四
、
七
〇
〜
四
頁
〕

同
年
、
聖
宝
、
勅
を
奉
じ
て
御
願
仏
像
の
こ
と
を
奉
行
す
る
。〔
延
喜
十
三
年
十
月
二
十
五
日
付
太
政
官
符
（
醍
醐
寺
要
書
所
収
）
ほ

か
。
史
料
一
ノ
三
、
八
八
五
〜
九
九
頁
〕

延
喜
九
年
（
九
〇
九
）
七
月
六
日
、
醍
醐
寺
開
山
聖
宝
寂
す
る
。〔
日
本
紀
略
ほ
か
。
史
料
一
ノ
四
、
五
五
頁
以
下
〕

同
年
秋
、
観
賢
、
勅
を
奉
じ
て
御
願
造
作
仏
堂
の
こ
と
に
預
か
る
。〔
延
喜
十
三
年
十
月
二
十
五
日
付
太
政
官
符
（
醍
醐
寺
要
書
所

収
）〕

延
喜
十
三
年
（
九
一
三
）
十
月
二
十
五
日
、
こ
れ
よ
り
以
前
、
山
上
の
新
堂
雙
宇
（
薬
師
堂
・
五
大
堂
）
及
び
安
置
仏
像
成
り
、
こ
の

日
、
観
賢
の
上
奏
に
よ
り
、
醍
醐
寺
を
定
額
寺
に
列
す
る
。〔
同
日
付
太
政
官
符
・
延
喜
十
四
年
正
月
二
十
一
日
付
僧
綱
牒

（
醍
醐
寺
要
書
所
収
）。
史
料
一
ノ
四
、
五
五
二
〜
五
頁
〕

延
喜
十
四
年
（
九
一
四
）
是
歳
、
統
正
王
、
尾
張
国
安
食
荘
を
醍
醐
寺
修
理
料
に
施
入
す
る
。〔
康
治
二
年
八
月
十
九
日
付
官
宣
旨

（
三
宝
院
文
書
）
ほ
か
。
史
料
一
ノ
四
、
六
九
一
〜
二
頁
〕

延
喜
十
九
年
（
九
一
九
）
四
月
五
日
、
寺
家
の
申
請
に
よ
り
、
醍
醐
寺
下
宿
院
造
作
工
矢
田
部
良
基
を
同
所
大
工
と
な
す
。〔
醍
醐
寺

要
書
。
史
料
一
ノ
五
、
一
八
〇
頁
〕

同
年
九
月
十
七
日
、
観
賢
の
奏
状
に
よ
り
、
醍
醐
寺
に
座
主
、
三
綱
、
定
額
僧
六
人
を
置
く
こ
と
を
定
め
、
観
賢
を
座
主
に
補
す
。
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〔
同
日
付
太
政
官
牒
（
醍
醐
寺
要
書
所
収
）
ほ
か
。
史
料
一
ノ
五
、
一
三
七
〜
九
頁
〕

延
喜
二
十
二
年
（
九
二
二
）
十
月
十
五
日
、
観
喜
の
死
欠
に
よ
り
、
延
賀
が
醍
醐
寺
上
座
と
な
る
。〔
醍
醐
寺
三
綱
次
第
。
史
料
一
ノ

五
、
四
〇
三
頁
〕

同
年
、
醍
醐
寺
鎮
守
清
滝
社
に
五
位
を
授
け
る
。〔
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
五
、
三
九
九
〜
四
〇
〇
頁
〕

延
長
三
年
（
九
二
五
）
六
月
十
一
日
、
初
代
醍
醐
寺
座
主
観
賢
寂
す
る
。〔
日
本
紀
略
ほ
か
。
史
料
一
ノ
五
、
六
八
一
頁
以
下
〕

同
年
七
月
二
十
七
日
、
権
律
師
延
�
を
、
醍
醐
寺
座
主
に
補
任
す
る
。〔
貞
信
公
記
抄
、
東
寺
長
者
補
任
。
史
料
一
ノ
五
、
七
三
七
頁
〕

延
長
四
年
（
九
二
六
）
十
二
月
二
十
八
日
、
下
醍
醐
新
堂
（
釈
迦
堂
）
釈
迦
仏
及
び
四
天
王
像
を
開
眼
す
る
。
た
だ
し
二
菩
薩
は
、
眉

間
の
玉
未
造
に
つ
き
開
眼
し
な
か
っ
た
。〔
醍
醐
寺
初
度
具
書
、
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
五
、
八
七
六
〜
九
頁
〕

延
長
六
年
（
九
二
八
）
正
月
六
日
、
醍
醐
天
皇
、
左
大
臣
忠
平
に
命
じ
て
、「
醍
醐
寺
延
性
法
師
・
貞
崇
法
師
」
を
内
供
奉
十
禅
師
と

な
す
。〔
醍
醐
天
皇
御
記
逸
文
（
慶
延
記
所
収
）〕

同
年
十
二
月
二
十
八
日
、
延
性
を
、
醍
醐
寺
座
主
に
補
任
す
る
。〔
醍
醐
寺
新
要
録
ほ
か
〕

延
長
七
年
（
九
二
九
）
五
月
二
十
六
日
、
醍
醐
寺
諸
堂
の
仏
供
料
及
び
灯
油
料
を
定
め
、
大
和
・
近
江
の
正
税
を
も
っ
て
充
て
行
な
わ

せ
る
。
う
ち
灯
油
料
八
合
は
、
五
大
堂
二
合
、
薬
師
堂
三
合
、
釈
迦
堂
三
合
宛
と
し
、
仏
供
料
白
米
一
合
は
五
大
堂
二
升
、
薬

師
堂
四
升
、
釈
迦
堂
四
升
宛
と
す
る
。〔
同
日
付
官
宣
旨
・
太
政
官
符
（
醍
醐
寺
要
書
所
収
）。
史
料
一
ノ
六
、
一
六
九
〜
七
〇

頁
〕

同
年
六
月
九
日
、
醍
醐
寺
上
下
両
御
堂
の
仏
器
の
有
無
を
勘
申
さ
せ
る
。〔
醍
醐
寺
要
書
。
史
料
一
ノ
六
、
一
七
一
頁
〕

同
年
六
月
二
十
四
日
、
散
位
藤
原
有
相
を
し
て
、
醍
醐
寺
造
作
の
こ
と
を
行
な
わ
せ
る
。〔
醍
醐
寺
要
書
。
史
料
一
ノ
六
、
一
七
一
〜

『
道
賢
上
人
冥
途
記
』・『
日
蔵
夢
記
』
備
考
（
続
）

―１２―



二
頁
〕

同
年
八
月
二
十
五
日
、
近
江
国
を
し
て
醍
醐
寺
仏
供
料
の
白
米
精
代
を
加
納
さ
せ
る
。〔
醍
醐
寺
要
書
。
史
料
一
ノ
六
、
一
九
七
頁
〕

同
年
十
月
二
十
八
日
、
醍
醐
寺
座
主
延
性
寂
す
る
。〔
醍
醐
寺
座
主
次
第
ほ
か
。
史
料
一
ノ
六
、
二
一
一
〜
二
頁
〕

延
長
八
年
（
九
三
〇
）
二
月
二
日
、
貞
崇
を
、
醍
醐
寺
座
主
に
補
任
す
る
。〔
東
寺
長
者
補
任
（
天
慶
七
年
条
）
ほ
か
。
な
お
東
寺
長

者
補
任
（
天
慶
元
年
条
）
に
、
同
年
二
月
十
二
日
に
醍
醐
寺
座
主
補
任
と
す
る
の
は
誤
り
か
〕

同
年
二
月
六
日

民
部
少
允
小
野
清
茂
を
し
て
醍
醐
寺
を
修
造
さ
せ
る
。〔
醍
醐
寺
要
書
。
史
料
一
ノ
六
、
二
三
一
頁
〕

�
同
年
九
月
二
十
九
日
、
醍
醐
上
皇
、
崩
御
。

同
年
十
月
十
日
、
深
夜
に
、
醍
醐
天
皇
を
宇
治
郡
小
野
郷
後
山
科
山
陵
│
│
醍
醐
寺
の
北
、
笠
取
山
の
西
、
小
野
寺
の
下
│
│
に
葬

る
。
諸
寺
の
念
仏
僧
が
路
傍
に
仕
送
し
、
ま
た
宇
多
院
の
命
で
、
山
陵
に
お
い
て
も
醍
醐
・
勧
修
寺
の
僧
が
念
仏
す
る
。〔
日

本
紀
略
、
扶
桑
略
記
、
吏
部
王
記
逸
文
（
西
宮
記
所
引
）
ほ
か
。
史
料
一
ノ
六
、
三
五
九
〜
七
〇
頁
〕

同
年
十
月
十
八
日
、
宇
多
院
の
命
に
よ
り
、
醍
醐
天
皇
の
た
め
に
、
朱
雀
院
に
候
す
る
念
仏
僧
の
う
ち
醍
醐
・
勧
修
両
寺
の
僧
に
念
仏

を
奉
仕
せ
し
め
る
。
ま
た
両
寺
の
沙
弥
二
人
を
山
陵
辺
の
庵
に
居
住
せ
し
め
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）。

史
料
一
ノ
六
、
三
七
二
頁
〕

同
年
十
月
二
十
五
日
、
宇
多
院
、
夢
想
に
よ
り
、
醍
醐
天
皇
の
「
抜
苦
得
道
」
の
た
め
、
七
箇
寺
（
天
台
東
塔
・
西
塔
、
東
・
西
寺
、

醍
醐
・
勧
修
寺
、
小
野
寺
）
に
諷
誦
を
修
す
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）。
史
料
一
ノ
六
、
三
七
四
〜
五

頁
〕

同
年
十
一
月
十
五
日
、
中
宮
穏
子
、
醍
醐
天
皇
七
七
忌
に
あ
た
り
、
白
銀
阿
弥
陀
仏
像
、
紺
紙
金
泥
・
水
晶
軸
の
法
華
経
を
造
写
し
、
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法
会
を
醍
醐
寺
に
修
す
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）、
尊
意
贈
僧
正
伝
ほ
か
。
史
料
一
ノ
六
、
三
七
七
〜
八

頁
〕

承
平
元
年
（
九
三
一
）
三
月
十
八
日
、「
醍
醐
僧
供
年
分
等
事
」
を
定
め
る
。〔
貞
信
公
記
抄
。
史
料
一
ノ
六
、
四
二
八
頁
〕

同
年
四
月
二
十
日
、
代
明
親
王
、
醍
醐
寺
の
図
、
及
び
鐘
の
支
度
を
右
衛
門
尉
藤
原
成
国
に
提
出
さ
せ
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐

寺
雑
事
記
所
引
）〕

同
年
五
月
七
日
、
遺
詔
に
よ
り
、
醍
醐
寺
定
額
僧
十
口
の
僧
供
料
と
し
て
、
近
江
国
の
正
税
を
も
っ
て
、
永
く
白
米
毎
日
四
斗
六
升
を

宛
て
る
。〔
同
日
付
太
政
官
符
（
慶
延
記
所
収
）、
吏
部
王
記
逸
文
本
年
六
月
二
十
四
日
条
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）。
史
料
一

ノ
六
、
四
四
四
〜
五
頁
〕

同
年
五
月
七
日
、
東
安
尼
寺
を
も
っ
て
醍
醐
寺
別
院
と
な
す
。〔
同
日
付
太
政
官
符
（
慶
延
記
所
収
）。
史
料
一
ノ
六
、
四
四
三
〜
四

頁
〕

同
年
五
月
十
日
、
こ
れ
よ
り
先
、
下
醍
醐
伽
藍
鋳
鐘
の
用
銭
二
十
三
万
余
を
親
王
及
び
源
氏
よ
り
募
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
日
、
弾
正

尹
重
明
親
王
、
料
銭
一
万
を
醍
醐
寺
に
送
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
本
年
四
月
二
十
日
・
五
月
十
日
条
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）。

史
料
一
ノ
六
、
四
四
六
頁
。
な
お
同
一
ノ
五
、
八
七
九
頁
参
照
〕

同
年
五
月
二
十
日
、
醍
醐
寺
の
造
立
が
停
滞
す
る
に
よ
り
、
木
工
寮
を
し
て
醍
醐
寺
を
造
ら
せ
る
。〔
貞
信
公
記
抄
、
吏
部
王
記
逸
文

本
年
六
月
二
十
四
日
条
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）。
史
料
一
ノ
六
、
四
四
七
頁
〕

同
年
六
月
三
日
、
遺
詔
を
う
け
た
醍
醐
寺
座
主
貞
崇
の
上
奏
に
よ
り
、
醍
醐
寺
に
年
分
度
者
二
人
を
置
き
、
一
人
は
三
論
宗
、
一
人
は

真
言
宗
を
学
ば
せ
る
。〔
同
日
付
太
政
官
符
・
本
年
七
月
二
十
一
日
付
僧
綱
牒
（
醍
醐
寺
要
書
所
収
）
ほ
か
。
史
料
一
ノ
六
、
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四
五
四
〜
六
頁
〕

同
年
六
月
九
日
、
醍
醐
天
皇
の
詔
で
作
図
し
、
堂
宇
房
廊
の
数
を
定
め
ら
れ
た
の
に
基
づ
い
て
、
材
木
等
を
採
進
す
べ
き
の
由
の
官
符

を
諸
国
に
下
す
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）〕

同
年
六
月
二
十
四
日
、
右
大
臣
藤
原
定
方
、
醍
醐
天
皇
周
忌
期
日
が
せ
ま
る
も
、
醍
醐
寺
「
造
構
」
の
こ
と
成
ら
ざ
る
こ
と
を
伝
え

る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）〕

同
年
七
月
十
四
日
、
重
明
親
王
、
醍
醐
天
皇
の
た
め
に
盆
供
三
十
口
を
醍
醐
寺
に
寄
せ
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所

引
）、
左
経
記
長
元
元
年
七
月
五
日
条
。
史
料
一
ノ
六
、
四
九
二
頁
〕

同
年
七
月
十
五
日
、
こ
の
日
よ
り
九
月
十
七
日
ま
で
、
檜
前
貞
則
が
奉
造
醍
醐
寺
御
仏
行
事
所
に
お
い
て
漆
工
に
奉
仕
す
る
。
な
お
、

上
日
の
認
可
は
十
二
月
七
日
。〔
本
年
九
月
二
十
五
日
付
上
日
注
進
文
（
類
聚
符
宣
抄
所
収
）。
史
料
一
ノ
六
、
五
九
二
〜
三

頁
〕

�
同
年
七
月
十
九
日
、
宇
多
法
皇
崩
御
。

同
年
九
月
二
十
四
日
、
朱
雀
天
皇
、
先
帝
周
忌
の
た
め
に
、
醍
醐
寺
に
金
彩
阿
弥
陀
仏
、
観
音
・
大
勢
至
菩
薩
、
及
び
金
字
法
華
経
・

阿
弥
陀
経
等
を
本
堂
（
釈
迦
堂
）
に
安
置
し
、
御
斎
会
を
修
す
る
。〔
日
本
紀
略
、
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）

ほ
か
。
史
料
一
ノ
六
、
五
七
五
〜
七
頁
〕

同
年
九
月
二
十
八
日
、
重
明
親
王
、
明
日
の
僧
供
料
と
し
て
米
十
石
を
醍
醐
寺
に
送
る
。
ま
た
、
代
明
親
王
と
共
に
醍
醐
寺
に
赴
き
、

鐘
楼
に
上
っ
て
新
鐘
を
見
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）。
史
料
一
ノ
六
、
五
七
七
頁
〕

同
年
九
月
二
十
九
日
、
醍
醐
天
皇
国
忌
を
醍
醐
寺
に
修
す
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）
ほ
か
。
史
料
一
ノ
六
、
五
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七
七
〜
八
〇
頁
〕

同
年
九
月
三
十
日
、
代
明
親
王
、
重
明
親
王
と
と
も
に
醍
醐
寺
鐘
楼
に
上
り
、
鐘
声
を
聞
く
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所

引
）
ほ
か
。
史
料
一
ノ
六
、
五
七
九
頁
〕

同
年
十
一
月
三
日
、
代
明
親
王
、
皇
太
后
穏
子
の
令
旨
に
よ
り
、
醍
醐
寺
塔
造
立
の
支
度
を
、
延
賀
に
勘
進
さ
せ
る
。〔
慶
延
記
、
吏

部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）。
史
料
一
ノ
六
、
五
八
五
〜
六
頁
〕

同
年
十
一
月
七
日
、
去
年
の
落
雷
に
よ
り
、
清
涼
殿
を
改
造
す
る
。
一
説
に
、
醍
醐
寺
に
移
し
建
て
る
と
い
う
。〔
江
談
抄
四
、
醍
醐

寺
縁
起
。
史
料
一
ノ
六
、
五
八
六
〜
七
頁
〕

同
年
十
二
月
八
日
、
皇
太
后
穏
子
、
醍
醐
寺
造
塔
の
こ
と
を
令
し
、
延
賀
法
師
に
五
重
塔
及
び
一
重
塔
の
支
度
を
勘
申
さ
せ
る
。〔
吏

部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）。
史
料
一
ノ
六
、
五
八
六
頁
〕

承
平
二
年
（
九
三
二
）
九
月
二
十
八
日
、
皇
太
后
穏
子
、
醍
醐
天
皇
の
た
め
に
、
醍
醐
寺
に
お
い
て
新
写
四
巻
経
を
供
養
す
る
。
料
紙

は
醍
醐
天
皇
の
手
書
で
、「
去
年
御
斎
会
法
花
之
余
」
で
あ
っ
た
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）。
史
料
一
ノ

六
、
六
五
八
〜
九
頁
〕

同
年
九
月
二
十
九
日
、
醍
醐
天
皇
国
忌
。
醍
醐
寺
に
お
い
て
諷
誦
を
修
す
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）。
史
料
一
ノ

六
、
六
五
九
頁
〕

承
平
三
年
（
九
三
三
）
十
月
三
日
、
左
大
臣
藤
原
忠
平
、
封
戸
四
十
五
戸
（
信
濃
二
十
戸
、
讃
岐
二
十
五
戸
）
を
醍
醐
寺
に
施
入
し
、

造
構
を
急
が
せ
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）、
同
日
付
藤
原
忠
平
施
入
状
（
醍
醐
寺
新
要
録
所
収
）、
同
日

付
公
文
所
勘
文
（
慶
延
記
所
収
）。
史
料
一
ノ
六
、
七
五
五
〜
六
頁
〕

『
道
賢
上
人
冥
途
記
』・『
日
蔵
夢
記
』
備
考
（
続
）

―１６―



承
平
四
年
（
九
三
四
）
七
月
十
三
日
、
後
山
階
陵
の
陵
戸
及
び
徭
丁
を
醍
醐
寺
に
寄
進
す
る
。〔
同
日
付
宣
旨
（
慶
延
記
所
収
）。
史
料

一
ノ
六
、
七
九
七
頁
〕

同
年
九
月
二
十
一
日
、
醍
醐
寺
座
主
貞
崇
の
上
奏
に
よ
り
、
同
寺
に
金
剛
界
業
の
年
分
度
者
一
人
を
加
え
置
く
。〔
同
日
付
太
政
官
符

・
本
年
十
月
二
十
九
日
付
僧
綱
牒
（
醍
醐
寺
要
書
所
収
）。
史
料
一
ノ
六
、
八
〇
四
〜
六
頁
〕

承
平
六
年
（
九
三
六
）
三
月
二
日
、
霊
治
を
醍
醐
寺
定
額
僧
に
補
す
。（
醍
醐
寺
三
綱
次
第
。
史
料
一
ノ
七
、
七
四
頁
〕

同
年
三
月
四
日
、
右
大
臣
藤
原
仲
平
、
醍
醐
寺
塔
に
、
塔
心
柱
六
枝
を
施
入
す
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）。
史
料

一
ノ
七
、
一
二
〜
三
頁
〕

同
年
三
月
十
三
日
、
右
大
臣
藤
原
仲
平
、
代
明
親
王
等
、
山
科
に
会
し
て
醍
醐
寺
塔
心
柱
を
曳
く
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事

記
所
引
）。
史
料
一
ノ
七
、
一
二
〜
三
頁
〕

同
年
八
月
十
日
、
中
宮
職
、
醍
醐
寺
に
封
戸
五
十
戸
（
上
野
国
二
十
五
戸
、
伊
予
国
二
十
五
戸
）
を
施
入
す
る
。〔
同
日
付
施
入
状

（
醍
醐
寺
要
書
所
収
）。
史
料
一
ノ
七
、
三
八
〜
九
頁
〕

�
承
平
七
年
（
九
三
七
）
三
月
二
十
九
日
、
醍
醐
寺
造
塔
推
進
の
中
心
で
あ
っ
た
中
務
卿
代
明
親
王
が
薨
去
す
る
。〔
日
本
紀
略
ほ
か
。

史
料
一
ノ
七
、
一
〇
六
頁
以
下
〕

同
年
四
月
二
十
日
、
醍
醐
寺
宝
塔
院
領
と
し
て
、
摂
津
国
嶋
下
郡
内
の
吉
志
庄
田
十
七
町
余
が
見
え
る
。
同
庄
は
、
は
じ
め
下
野
守
藤

原
忠
紀
の
所
領
で
あ
っ
た
が
、
中
宮
（
藤
原
穏
子
か
）
に
売
却
さ
れ
て
立
券
さ
れ
た
の
ち
、
醍
醐
寺
に
寄
進
さ
れ
た
と
い
う
。

〔
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
七
、
一
六
九
〜
七
〇
頁
〕

同
年
八
月
三
日
、
醍
醐
寺
上
座
延
賀
、
代
明
親
王
薨
去
後
の
同
寺
造
塔
行
事
を
重
明
親
王
に
請
う
。
親
王
・
源
氏
等
、
助
成
を
約
す
。

―１７―

『
道
賢
上
人
冥
途
記
』・『
日
蔵
夢
記
』
備
考
（
続
）



〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）。
史
料
一
ノ
七
、
一
〇
六
頁
〕

同
年
十
月
二
十
八
日
、
重
明
親
王
、
任
中
務
卿
の
慶
を
醍
醐
天
皇
陵
等
に
奉
告
す
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
醍
醐
・
願
興
両
寺
に
諷
誦
を

修
す
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）。
史
料
一
ノ
七
、
一
四
二
頁
〕

天
慶
元
年
（
九
三
八
）
三
月
二
十
九
日
、
故
中
務
卿
代
明
親
王
の
一
周
忌
法
会
を
醍
醐
寺
に
修
す
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑

事
記
所
引
）。
史
料
一
ノ
七
、
一
九
二
頁
〕

同
年
十
月
二
十
七
日
、
摂
政
藤
原
忠
平
、
明
春
に
法
華
三
昧
堂
を
造
る
こ
と
を
命
ず
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
本
年
十
一
月
十
三
日
条

（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）
ほ
か
。
史
料
一
ノ
七
、
三
九
三
〜
四
頁
〕

天
慶
二
年
（
九
三
九
）
二
月
十
四
日
、
摂
政
藤
原
忠
平
、
中
務
卿
重
明
親
王
ら
と
議
り
、
朱
雀
院
領
伊
勢
国
曾
根
、
安
芸
国
牛
田
二
庄

の
地
子
を
醍
醐
寺
法
華
三
昧
堂
料
と
し
て
施
入
す
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
天
慶
元
年
十
一
月
十
三
日
、
本
年
二
月
七
日
・
八
日

・
十
四
日
条
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）。
史
料
一
ノ
七
、
四
一
四
〜
六
頁
〕

天
慶
五
年
（
九
四
二
）
二
月
十
五
日
、
醍
醐
寺
実
録
帳
を
作
成
す
る
。〔
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
八
、
一
四
八
〜
九
頁
〕

同
年
六
月
三
日
、
延
賀
の
死
欠
に
よ
り
、
法
洞
を
醍
醐
寺
上
座
に
、
ま
た
定
均
を
同
寺
主
に
、
そ
れ
ぞ
れ
補
任
す
る
。〔
醍
醐
寺
三
綱

次
第
。
史
料
一
ノ
八
、
一
八
二
頁
〕

同
年
七
月
二
十
日
、
近
江
国
の
正
税
（
利
稲
一
万
束
）
を
も
っ
て
、
醍
醐
寺
法
華
三
昧
堂
料
に
宛
て
る
。〔
同
日
付
太
政
官
牒
（
慶
延

記
所
収
）。
史
料
一
ノ
八
、
一
四
七
頁
〕

同
年
七
月
二
十
日
、
大
和
国
の
正
税
を
も
っ
て
、
醍
醐
寺
法
華
三
昧
堂
の
灯
油
料
（
毎
日
三
合
）
に
宛
て
る
。〔
同
日
付
太
政
官
牒

（
慶
延
記
所
収
）。
史
料
一
ノ
八
、
一
四
七
〜
九
頁
〕

『
道
賢
上
人
冥
途
記
』・『
日
蔵
夢
記
』
備
考
（
続
）

―１８―



同
年
八
月
十
四
日
、
醍
醐
寺
御
願
法
華
三
昧
堂
の
年
料
雑
物
を
定
め
る
。〔
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
八
、
一
五
三
〜
五
頁
〕

同
年
十
二
月
二
十
七
日
、
醍
醐
寺
実
録
帳
を
作
成
す
る
。〔
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
八
、
一
四
八
〜
九
頁
〕

同
年
、
天
慶
五
年
実
録
帳
に
、
醍
醐
寺
四
面
の
大
垣
の
記
述
が
あ
る
。〔
醍
醐
寺
要
書
〕

天
慶
六
年
（
九
四
三
）
正
月
二
十
五
日
、
同
日
付
の
、
醍
醐
寺
曾
禰
庄
の
四
至
帳
な
ら
び
に
寄
人
等
交
名
、
及
び
惣
検
校
大
炊
允
平
清

真
日
記
の
こ
と
が
見
え
る
。〔
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
八
、
三
〇
三
〜
四
頁
〕

同
年
三
月
十
九
日
、
醍
醐
寺
座
主
仁
皎
、
山
科
住
人
得
永
の
願
に
よ
り
、
田
畠
二
十
一
町
余
を
、
同
寺
末
寺
成
覚
寺
に
施
入
す
る
。

〔
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
八
、
三
〇
四
頁
〕

同
年
四
月
八
日
、
長
成
を
、
醍
醐
寺
都
維
那
に
補
任
す
る
。〔
醍
醐
寺
三
綱
次
第
。
史
料
一
ノ
八
、
三
〇
四
頁
〕

天
慶
七
年
（
九
四
四
）
七
月
三
日
、
大
法
師
壱
定
を
、
醍
醐
寺
座
主
に
補
任
す
る
。〔
醍
醐
寺
座
主
次
第
。
史
料
一
ノ
八
、
三
七
七
頁
〕

同
年
八
月
十
六
日
、
同
日
付
の
醍
醐
寺
領
曾
禰
庄
公
文
実
録
目
録
の
こ
と
が
見
え
る
。〔
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
八
、
四
二
一
頁
〕

同
年
八
月
二
十
二
日
、
同
日
付
の
醍
醐
寺
領
安
食
庄
公
験
の
こ
と
が
見
え
る
。〔
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
八
、
四
二
二
頁
〕

同
年
閏
十
二
月
十
三
日
、
同
日
付
の
醍
醐
寺
に
関
す
る
「
雑
文
書
」
の
こ
と
が
見
え
る
。〔
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
八
、
四
二
一
頁
〕

天
慶
八
年
（
九
四
五
）
三
月
十
一
日
、
醍
醐
寺
僧
の
年
分
巡
給
の
次
第
を
定
め
る
。〔
醍
醐
寺
要
書
。
史
料
一
ノ
八
、
五
六
五
〜
六
頁
〕

同
年
三
月
十
六
日
、
同
日
付
の
、
醍
醐
寺
に
関
す
る
「
朱
雀
院
御
牒
」
の
こ
と
が
見
え
る
。〔
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
八
、
五
六
六
頁
〕

天
慶
九
年
（
九
四
六
）
五
月
十
三
日
、
同
日
付
の
上
醍
醐
寺
実
録
帳
の
こ
と
が
見
え
る
。〔
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
八
、
八
七
九
〜
八
〇
頁
〕

同
年
十
二
月
十
一
日
、
朱
雀
上
皇
、
醍
醐
寺
に
封
戸
五
十
烟
（
甲
斐
国
二
十
五
烟
、
播
磨
国
二
十
五
烟
）
を
施
入
す
る
。〔
同
日
付
施

入
状
（
醍
醐
寺
要
書
所
収
）、
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
八
、
七
四
五
〜
七
頁
〕

―１９―

『
道
賢
上
人
冥
途
記
』・『
日
蔵
夢
記
』
備
考
（
続
）



天
慶
年
中
（
九
三
八
〜
四
七
）、
大
法
師
定
助
、
故
醍
醐
天
皇
の
「
倍
増
法
楽
」
の
た
め
に
醍
醐
寺
に
東
院
を
建
立
す
る
。〔
安
和
二
年

八
月
十
七
日
付
僧
綱
牒
及
び
天
禄
二
年
二
月
十
九
日
付
太
政
官
牒
（
醍
醐
寺
要
書
所
収
）。
史
料
一
ノ
八
、
六
一
〇
〜
一
二

頁
、
同
一
ノ
一
三
、
三
〇
八
〜
九
頁
〕

天
暦
元
年
（
九
四
七
）
二
月
九
日
、
醍
醐
寺
座
主
権
律
師
壱
定
寂
す
る
。〔
醍
醐
寺
座
主
次
第
ほ
か
。
史
料
一
ノ
八
、
九
〇
二
頁
以
下
〕

同
年
二
月
二
十
七
日
、
大
法
師
定
助
を
、
醍
醐
寺
座
主
に
補
任
す
る
。〔
醍
醐
寺
座
主
次
第
ほ
か
。
史
料
一
ノ
八
、
九
一
五
頁
〕

同
年
四
月
二
十
三
日
、
朱
雀
上
皇
、
醍
醐
寺
に
御
幸
す
る
。〔
日
本
紀
略
ほ
か
。
史
料
一
ノ
八
、
九
三
九
〜
四
〇
頁
〕

同
年
六
月
二
十
日
、
朱
雀
上
皇
、
醍
醐
寺
に
釜
一
口
を
施
入
す
る
。〔
醍
醐
寺
要
書
、
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
九
、
五
〜
六
頁
〕

同
年
閏
七
月
十
七
日
、
醍
醐
寺
に
関
す
る
、
同
日
付
の
宣
旨
の
こ
と
が
見
え
る
。〔
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
九
、
一
五
六
頁
〕

同
年
八
月
九
日
、
醍
醐
寺
の
年
分
度
者
は
、
試
度
の
後
三
年
間
は
上
寺
に
籠
居
し
て
御
願
を
修
せ
し
め
る
こ
と
と
す
る
。〔
同
日
付
太

政
官
牒
及
び
天
暦
二
年
正
月
十
六
日
付
僧
綱
牒
（
醍
醐
寺
要
書
所
収
）
ほ
か
。
史
料
一
ノ
九
、
九
四
〜
七
頁
〕

同
年
八
月
十
五
日
、
定
均
の
辞
退
に
よ
り
、
長
成
を
醍
醐
寺
寺
主
に
、
ま
た
長
慎
を
同
寺
都
維
那
に
補
任
す
る
。〔
醍
醐
寺
新
要
録
。

史
料
一
ノ
九
、
一
五
九
頁
〕

同
年
十
二
月
二
十
七
日
、
清
涼
殿
を
壊
し
て
醍
醐
寺
に
運
ば
ん
と
す
る
。〔
貞
信
公
記
抄
、
史
料
一
ノ
九
、
一
八
〇
頁
〕

天
暦
二
年
（
九
四
八
）
二
月
二
十
八
日
、
朱
雀
院
領
伊
勢
国
曾
禰
庄
を
醍
醐
寺
に
施
入
す
る
。〔
天
暦
七
年
八
月
五
日
付
民
部
省
符

（
慶
延
記
所
収
）。
史
料
一
ノ
九
、
一
八
六
〜
七
頁
〕

同
年
三
月
二
十
日
、
先
年
醍
醐
寺
に
安
置
の
先
帝
醍
醐
の
御
持
仏
に
、
毎
月
六
節
及
び
十
八
日
に
、
香
華
を
供
し
奉
ら
せ
る
。〔
醍
醐

寺
要
書
、
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
九
、
一
九
四
頁
〕

『
道
賢
上
人
冥
途
記
』・『
日
蔵
夢
記
』
備
考
（
続
）

―２０―



同
年
三
月
二
十
六
日
、
近
江
国
運
進
の
醍
醐
寺
三
昧
堂
年
料
米
の
剰
余
分
を
、
永
く
同
堂
な
ら
び
に
僧
房
の
修
理
、
及
び
雑
具
舗
設
等

の
料
に
充
て
さ
せ
る
。〔
醍
醐
寺
要
書
。
史
料
一
ノ
九
、
一
九
六
頁
〕

天
暦
三
年
（
九
四
九
）
三
月
、
清
涼
殿
の
材
を
も
っ
て
、
醍
醐
寺
に
法
華
三
昧
堂
を
建
立
す
る
。〔
日
本
紀
略
ほ
か
。
史
料
一
ノ
九
、

三
五
〇
〜
四
頁
〕

同
年
四
月
十
六
日
、
同
日
付
の
醍
醐
寺
領
伊
勢
国
曾
禰
庄
公
験
寺
家
請
文
の
こ
が
見
え
る
。〔
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
九
、
五
〇
五
頁
〕

�
同
年
八
月
十
四
日
、
藤
原
忠
平
薨
去
。

同
年
十
二
月
七
日
、
醍
醐
寺
久
住
有
労
の
真
言
修
学
僧
を
も
っ
て
、
年
中
臨
時
第
二
所
欠
諸
国
講
読
師
一
人
に
補
任
す
る
こ
と
と
す

る
。〔
同
日
付
太
政
官
牒
及
び
天
暦
四
年
三
月
十
七
日
付
僧
綱
牒
（
醍
醐
寺
要
書
所
収
）
ほ
か
。
史
料
一
ノ
九
、
四
九
二
〜
四

頁
〕

天
暦
五
年
（
九
五
一
）
九
月
十
五
日
、
醍
醐
寺
領
伊
勢
国
曾
禰
庄
の
租
税
、
雑
役
を
免
じ
る
。〔
同
日
付
太
政
官
符
（
醍
醐
寺
雑
事
記

所
収
）、
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
九
、
七
〇
八
〜
一
〇
頁
〕

同
年
十
月
、
醍
醐
寺
五
重
塔
成
る
も
、
女
御
藤
原
慶
子
卒
去
に
よ
り
、
落
慶
供
養
を
延
引
す
る
。〔
醍
醐
寺
雑
事
記
、
醍
醐
寺
新
要

録
。
史
料
一
ノ
九
、
七
七
二
〜
四
頁
〕

�
天
暦
六
年
（
九
五
二
）
八
月
十
五
日
、
朱
雀
上
皇
崩
御
。

同
年
八
月
二
十
一
日
、
朱
雀
上
皇
の
遺
骨
を
醍
醐
寺
の
東
に
葬
り
奉
る
。
醍
醐
寺
座
主
定
助
等
、
相
従
う
。〔
吏
部
王
記
逸
文
本
年
八

月
二
十
日
・
二
十
一
日
条
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）
ほ
か
。
史
料
一
ノ
九
、
八
三
八
〜
四
三
頁
〕

同
年
十
月
二
日
、
太
皇
太
后
穏
子
、
銀
阿
弥
陀
仏
像
を
塔
中
に
安
置
し
、
金
字
法
華
経
を
新
写
し
て
、
醍
醐
寺
に
朱
雀
天
皇
七
七
日
忌

―２１―
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法
会
を
修
す
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）、
朱
雀
院
四
十
九
日
願
文
（
本
朝
文
粋
所
収
）
ほ
か
。
史
料
一
ノ

九
、
八
四
七
〜
五
一
頁
〕

同
年
十
二
月
二
日
、
醍
醐
寺
五
重
塔
の
落
慶
供
養
が
あ
る
。〔
慶
延
記
、
醍
醐
寺
座
主
次
第
ほ
か
。
史
料
一
ノ
九
、
八
五
八
〜
九
頁
〕

天
暦
七
年
（
九
五
三
）
三
月
八
日
、
勅
命
に
よ
り
、
元
杲
を
醍
醐
寺
定
額
僧
に
補
任
す
る
。〔
西
宮
記
。
史
料
一
ノ
九
、
九
一
九
頁
〕

同
年
八
月
五
日
、
醍
醐
寺
領
伊
勢
曾
禰
荘
を
不
輸
租
田
と
な
す
。
ま
た
同
加
賀
高
羽
荘
及
び
治
田
荘
に
官
荘
符
を
賜
う
。〔
同
日
付
民

部
省
符
（
慶
延
記
所
収
）、
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
十
、
一
〜
三
頁
〕

同
年
九
月
七
日
、「
一
切
経
官
符
」
が
発
給
さ
れ
る
。〔
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
十
、
三
四
頁
〕

�
天
暦
八
年
（
九
五
四
）
正
月
四
日
、
太
皇
太
后
藤
原
穏
子
崩
御
。

同
年
五
月
十
八
日
、
醍
醐
寺
座
主
定
助
に
請
雨
経
法
を
修
せ
し
め
る
。〔
祈
雨
日
記
。
史
料
一
ノ
十
、
八
一
〜
二
頁
〕

同
年
七
月
十
四
日
、
内
蔵
寮
よ
り
醍
醐
・
法
性
両
寺
に
盆
供
八
〇
口
を
送
る
〔
村
上
天
皇
御
記
（
西
宮
記
所
引
）。
史
料
一
ノ
十
、
八

七
頁
〕

�
同
年
九
月
十
四
日
、
重
明
親
王
薨
去
。

天
徳
元
年
（
九
五
七
）
四
月
十
三
日
、
醍
醐
寺
座
主
定
助
寂
す
る
。〔
日
本
紀
略
ほ
か
。
史
料
一
ノ
十
、
三
二
七
頁
以
下
〕

天
徳
三
年
（
九
五
九
）
十
一
月
二
十
一
日
、
醍
醐
寺
座
主
仁
皎
寂
す
る
〔
日
本
紀
略
ほ
か
。
史
料
一
ノ
十
、
五
八
三
頁
以
下
〕

天
徳
四
年
（
九
六
〇
）、
権
律
師
観
理
を
、
醍
醐
寺
座
主
に
補
任
す
る
。〔
醍
醐
寺
座
主
次
第
。
史
料
一
ノ
十
、
八
一
七
頁
〕

応
和
三
年
（
九
六
三
）
七
月
十
四
日
、
内
蔵
寮
よ
り
醍
醐
・
法
性
両
寺
に
盆
供
を
送
る
。〔
村
上
天
皇
御
記
（
小
右
記
長
和
二
年
七
月

三
日
条
・
権
記
長
保
二
年
七
月
十
三
日
条
所
引
）
ほ
か
、
史
料
一
ノ
十
一
、
二
六
五
〜
六
頁
〕

『
道
賢
上
人
冥
途
記
』・『
日
蔵
夢
記
』
備
考
（
続
）

―２２―



康
保
元
年
（
九
六
四
）
十
二
月
十
三
日
、
醍
醐
寺
、
山
城
国
に
牒
し
て
、
後
山
科
陵
陵
戸
田
を
永
く
寺
領
と
な
さ
ん
こ
と
を
請
う
。

〔
同
日
付
醍
醐
寺
牒
（
慶
延
記
所
収
）。
史
料
一
ノ
十
一
、
五
三
二
〜
四
頁
〕

同
年
十
二
月
二
十
六
日
、
近
江
守
藤
原
国
光
の
請
に
よ
り
、
私
稲
を
加
挙
し
て
、
上
醍
醐
寺
観
音
堂
灯
分
料
に
充
て
さ
せ
る
。〔
同
日

付
太
政
官
符
（
慶
延
記
所
収
）。
史
料
一
ノ
十
一
、
五
三
七
〜
八
頁
〕

康
保
二
年
（
九
六
五
）
七
月
十
四
日
、
明
済
を
、
醍
醐
寺
都
維
那
に
任
じ
る
。〔
醍
醐
寺
三
綱
次
第
。
史
料
一
ノ
十
一
、
六
四
五
頁
〕

同
年
八
月
八
日
、
醍
醐
寺
領
伊
勢
曾
禰
荘
の
国
衙
検
田
段
米
供
給
を
停
め
、
寄
人
、
荘
司
の
臨
時
雑
役
を
免
除
し
、
浪
人
を
同
荘
に
寄

せ
る
。〔
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
十
一
、
六
〇
八
〜
九
頁
〕

同
年
十
二
月
二
十
六
日
、
定
基
を
、
醍
醐
寺
寺
主
に
任
じ
る
。〔
醍
醐
寺
三
綱
次
第
。
史
料
一
ノ
十
一
、
六
四
五
頁
〕

康
保
四
年
（
九
六
七
）
六
月
三
十
日
、
故
村
上
天
皇
五
七
日
誦
経
使
を
醍
醐
寺
ほ
か
七
箇
寺
に
派
遣
す
る
。〔
本
朝
世
紀
。
史
料
一
ノ

十
二
、
三
一
〜
二
頁
〕

安
和
元
年
（
九
六
八
）
十
月
五
日
、
醍
醐
寺
領
伊
勢
曾
禰
荘
の
租
税
の
こ
と
を
定
め
、
荘
司
・
寄
人
等
の
雑
役
を
免
除
し
、
浪
人
を
寄

せ
る
。〔
慶
延
記
。
史
料
一
ノ
十
二
、
二
五
二
〜
三
頁
〕

安
和
二
年
（
九
六
九
）
正
月
二
十
三
日
、
醍
醐
寺
東
院
を
御
願
寺
と
な
し
、
供
僧
三
口
を
置
く
。〔
同
日
付
僧
綱
牒
（
醍
醐
寺
要
書
所

収
）
ほ
か
。
史
料
一
ノ
十
二
、
三
二
一
〜
三
頁
〕

同
年
閏
五
月
三
日
、
定
基
を
醍
醐
寺
上
座
に
、
ま
た
明
済
を
同
寺
寺
主
に
任
じ
る
。〔
醍
醐
寺
三
綱
次
第
。
史
料
一
ノ
十
三
、
七
四
頁
〕

同
年
閏
五
月
十
三
日
、
清
朗
を
醍
醐
寺
都
維
那
に
任
じ
る
。〔
醍
醐
寺
三
綱
次
第
。
史
料
一
ノ
十
三
、
七
四
頁
〕

同
年
十
月
二
十
八
日
、
右
大
臣
藤
原
在
衡
、
職
封
戸
を
醍
醐
寺
に
施
入
す
る
。〔
日
本
紀
略
、
朝
野
群
載
。
史
料
一
ノ
十
三
、
五
二
〜

―２３―
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四
頁
〕

天
禄
二
年
（
九
七
一
）
二
月
十
九
日
、
醍
醐
寺
東
院
の
供
僧
を
補
す
。〔
同
日
付
太
政
官
牒
（
醍
醐
寺
要
書
所
収
）。
史
料
一
ノ
十
三
、

三
〇
八
〜
九
頁
〕

天
禄
三
年
（
九
七
二
）
四
月
二
十
八
日
、
平
稠
を
醍
醐
寺
寺
主
に
任
じ
る
。〔
醍
醐
寺
三
綱
次
第
。
史
料
一
ノ
十
四
、
二
三
〇
頁
〕

聖
宝
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
醍
醐
寺
が
、
醍
醐
天
皇
在
位
中
に
同
天
皇
の
御
願
寺
に
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
同
天
皇

が
崩
御
し
た
延
長
八
年
（
九
三
〇
）
九
月
か
ら
、
現
存
五
重
塔
が
完
成
、
供
養
を
見
た
天
暦
五
・
六
年
（
九
五
一
・
九
五
二
）
の
約
二
〇

余
年
の
間
に
注
目
す
る
と
、
醍
醐
天
皇
ゆ
か
り
の
人
物
た
ち
が
、
醍
醐
寺
の
造
営
や
経
済
的
援
助
等
に
も
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
判

明
す
る
。
今
、
そ
れ
ら
を
人
物
別
に
整
理
し
て
示
す
と

・
宇
多
院
（
父
）

醍
醐
天
皇
の
「
抜
苦
得
道
」
の
た
め
、
醍
醐
寺
ほ
か
七
箇
寺
に
て
諷
誦

・
藤
原
穏
子
（
中
宮
、
つ
い
で
皇
太
后
・
太
皇
太
后
）

醍
醐
天
皇
七
七
忌
法
会
主
催

塔
の
造
営
を
推
進

醍
醐
天
皇
の
た
め
に
、
新
写
四
巻
経
を
供
養

封
戸
五
十
戸
を
施
入

・
代
明
親
王
（
醍
醐
天
皇
第
三
皇
子
）

『
道
賢
上
人
冥
途
記
』・『
日
蔵
夢
記
』
備
考
（
続
）
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鋳
鐘
に
尽
力

塔
の
心
柱
を
曳
く

・
重
明
親
王
（
醍
醐
天
皇
第
四
皇
子
。
藤
原
忠
平
・
師
輔
の
女
と
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
子
が
あ
る
）

鋳
鐘
の
料
銭
一
万
を
送
る
。

醍
醐
天
皇
の
た
め
に
盆
供
を
奉
送

醍
醐
寺
で
の
醍
醐
天
皇
国
忌
に
僧
供
料
と
し
て
米
十
石
を
送
る

代
明
親
王
薨
去
後
、
造
塔
を
推
進

・
朱
雀
天
皇
・
朱
雀
上
皇
（
醍
醐
天
皇
第
十
一
皇
子
。
母
は
穏
子
。
後
宮
の
一
人
は
保
明
親
王
女
の
�
子
）

醍
醐
天
皇
一
周
忌
御
斎
会
を
醍
醐
寺
に
修
す
る

封
戸
五
十
烟
を
施
入

醍
醐
寺
御
幸

釜
一
口
を
施
入

朱
雀
院
領
伊
勢
国
曾
禰
荘
を
施
入

・
左
大
臣
藤
原
忠
平
（
時
平
の
弟
。
穏
子
の
兄
）

封
戸
四
十
五
戸
を
施
入

法
華
三
昧
堂
の
造
営
と
、
同
堂
へ
の
朱
雀
院
領
の
地
子
施
入

・
右
大
臣
藤
原
仲
平
（
時
平
の
弟
。
忠
平
・
穏
子
の
兄
）

―２５―
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塔
の
心
柱
六
枝
を
施
入

塔
の
心
柱
を
曳
く

の
よ
う
に
な
る
。
も
と
よ
り
醍
醐
寺
の
造
営
は
、
鋳
鐘
と
造
塔
と
に
典
型
的
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
醍
醐
天
皇
の
多
数
の
皇
子
た
ち

（
右
の
年
表
中
の
表
現
で
は
「
親
王
」
と
「
源
氏
」。『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
参
照
）
の
結
束
に
よ
る
一
面
も
あ
る
が
、
他
面
で
は
、
右
に

整
理
・
記
述
し
た
具
体
的
な
人
物
名
と
注
記
に
示
さ
れ
た
人
物
た
ち
│
│
と
り
わ
け
、
中
宮
藤
原
穏
子
と
そ
の
兄
弟
た
ち
、
ま
た
穏
子
所

生
の
朱
雀
院
な
ど
の
関
与
│
│
が
自
ず
か
ら
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
造
営
経
過
そ
の
も
の
が
、
醍
醐
天
皇
追
善
に
関
わ
る
も

の
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
が
延
い
て
菅
原
道
真
の
怨
霊
対
策
に
も
か
か
わ
る
一
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
朱
雀
天

皇
と
道
真
の
怨
霊
に
つ
い
て
は
、
古
来
『
大
鏡
』
の
記
事
が
著
名
。
ま
た
藤
原
忠
平
ら
の
兄
弟
・
姉
妹
た
ち
と
道
真
の
怨
霊
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
怨
霊
の
幻
影
」
参
照
）。
な
お
、
重
明
親
王
に
つ
い
て
も
、「
太
宰
菅
帥
霊
」（『
扶
桑
略
記
』
延
長
五
年
十
月
条

所
引
「
式
部
卿
重
明
親
王
記
」）
を
意
識
す
る
一
方
で
、
醍
醐
寺
造
営
に
尽
力
し
た
一
面
は
、
勝
部
香
代
子
「
天
神
信
仰
と
醍
醐
天
皇
周

辺
」（『
文
学
・
史
学
』
第
二
集
、
昭
和
五
十
五
年
五
月
）
に
、
や
や
簡
潔
な
が
ら
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

醍
醐
寺
史
の
う
ち
に
、
菅
原
道
真
の
怨
霊
の
問
題
が
登
場
す
る
の
は
、
は
な
は
だ
唐
突
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う

な
傍
証
を
さ
ら
に
付
加
し
た
い
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
醍
醐
天
皇
在
位
中
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
延
長
四
年
（
九
二
六
）
暮
ま
で
に
は
完

成
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
醍
醐
寺
釈
迦
堂
に
つ
い
て
、『
慶
延
記
』
は

延
喜
御
宇
、
初
立
保
明
親
王
為
皇
太
子
、
数
年
之
後
薨
逝
、
次
立
慶
頼
王
〈
保
明
御
子
〉
為
皇
太
子
、
又
以
薨
了
、
仍
為
祈
皇
胤
相

継
、
建
立
下
醍
醐
寺
釈
迦
堂
、
其
後
朱
雀
村
上
両
帝
相
続
、
以
来
延
喜
皇
胤
于
今
系
継
云
々
、
出
旧
記
、

と
述
べ
て
、
同
堂
が
、
こ
れ
ま
た
道
真
の
怨
霊
の
祟
り
と
目
さ
れ
た
皇
太
子
保
明
親
王
と
慶
頼
王
と
の
相
次
ぐ
夭
折
（
前
者
は
延
喜
二
十
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三
年＝

延
長
元
年
〔
九
二
三
〕
三
月
二
十
一
日
、
享
年
二
十
一
歳
。
後
者
は
延
長
三
年
〔
九
二
五
〕
六
月
十
九
日
、
享
年
五
歳
）
を
契
機

に
発
願
・
建
立
さ
れ
た
と
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は

同
記
（
吏
部
王
記
―
竹
居
注
）
云
、
貞
信
公
、
依
先
年
図
、
奉
造
大
門
、

と
も
記
し
て
、
釈
迦
堂
の
大
門
は
貞
信
公
こ
と
藤
原
忠
平
の
造
立
と
し
て
お
り
、
既
述
の
年
表
の
表
面
に
は
現
れ
な
い
、
忠
平
と
醍
醐
寺

と
の
関
係
も
知
ら
れ
る
点
が
あ
る
。

第
二
に
は
、
醍
醐
寺
の
造
営
や
追
善
仏
事
に
尽
力
し
た
重
明
親
王
そ
の
人
が
、
一
方
で
、
醍
醐
天
皇
崩
御
の
前
月
に
、
天
皇
病
気
平
癒

を
大
和
長
谷
寺
観
音
に
祈
願
し
て
い
る
事
実
（
前
掲
８
）
は
、
た
だ
ち
に
菅
原
道
真
生
前
の
仏
教
信
仰
│
│
中
心
は
、
や
は
り
観
音
信
仰

│
│
を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
（
田
村
圓
澄
「
菅
原
道
真
の
仏
教
信
仰
」、
太
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
編
『
菅
原
道
真
と
太
宰
府
天

満
宮
』
上
巻
所
収
、
昭
和
五
十
年
三
月
）、
親
王
に
よ
る
、
一
連
の
父
天
皇
追
善
事
業
の
根
底
に
、
道
真
の
問
題
が
無
関
係
で
は
な
か
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
な
お
、
大
和
長
谷
寺
に
お
け
る
天
神
信
仰
の
諸
相
に
つ
い
て
は
周
知
の
通
り
で
あ
り
、
天
神
信

仰
生
成
の
最
初
期
の
興
味
深
い
事
例
と
も
言
え
よ
う
）。

さ
ら
に
第
三
に
は
、
承
平
六
年
（
九
三
六
）
八
月
の
、
中
宮
職
に
よ
る
、
醍
醐
寺
へ
の
封
戸
施
入
に
関
し
て
（
実
質
は
藤
原
穏
子
の
意

向
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
）、
翌
承
平
七
年
十
二
月
二
十
九
日
に
は
、
同
じ
中
宮
職
に
よ
っ
て
、
法
性
寺
に
お
い
て
仏
経
供
養
が
行
な
わ

れ
て
い
る
事
実
が
あ
る
（『
日
本
紀
略
』）
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
後
者
の
意
図
は
史
料
の
表
面
に
は
現
れ
て
い
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り

は
、
こ
の
醍
醐
寺
と
法
性
寺
と
の
ペ
ア
の
関
係
に
着
目
す
る
と
、
や
や
後
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
村
上
天
皇
が
、
内
蔵
寮
を
通
じ
て
両
寺

に
盆
供
を
送
っ
て
い
る
こ
と
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
か
つ
は
前
掲
拙
稿
「
怨
霊
の
幻
影
」
で
指
摘
し
た
法
性
寺
の
造
営
当
初
の
性
格

を
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
醍
醐
寺
に
も
同
様
な
性
格
が
看
取
で
き
る
、
と
い
う
の
が
私
の
結
論
で
あ
る
（
も
と
よ
り
、
そ
の
性
格
の
一
面
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で
あ
る
）。

こ
の
よ
う
に
、
醍
醐
寺
の
性
格
に
関
し
て
は
、
少
な
く
と
も
下
醍
醐
寺
伽
藍
創
建
間
も
な
い
頃
の
一
時
期
、
一
面
に
お
い
て
、
醍
醐
天

皇
追
善
と
菅
原
道
真
の
怨
霊
対
策
と
が
表
裏
一
体
の
関
係
で
存
在
し
、
そ
の
意
味
合
い
で
醍
醐
天
皇
の
子
息
た
ち
の
結
集
の
場
で
あ
っ
た

│
│
藤
原
氏
で
言
え
ば
、
忠
平
創
建
の
法
性
寺
に
相
当
す
る
も
の
│
│
で
あ
っ
た
こ
と
、
を
強
調
し
た
い
の
が
本
項
の
趣
旨
で
あ
る
が
、

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
を
強
調
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
問
題
の
『
冥
途
記
』・『
夢
記
』
が
、
そ
う
し
た
事
実
を
ほ
と
ん
ど
無
視
な
い
し

は
隠
蔽
し
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
醍
醐
寺
史
に
お
い
て
、
先
に
注
目
し
た
二
十
余
年
間
と
ほ
ぼ
平
行
し
て
、
そ
の
う
ち
の
最
初
の
三
分
の
二
ほ
ど
の
期
間
に
醍

醐
寺
座
主
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
│
│
具
体
的
に
は
延
長
八
年
（
九
三
〇
）
二
月
よ
り
、
晩
年
に
至
る
ま
で
「
在
任
十
四
年
」（『
東
寺
長
者

補
任
』、『
醍
醐
寺
座
主
次
第
』）
│
│
僧
貞
崇
に
つ
い
て
も
、
同
様
な
こ
と
が
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。
項
を
改
め
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

（
三
）
真
言
僧
貞
崇
の
事
績

ま
ず
は
、
既
往
の
勝
部
香
代
子
「
天
神
信
仰
と
醍
醐
天
皇
周
辺
」（
前
掲
）、
松
本
公
一
「
稲
荷
明
神
と
北
野
天
神
│
│
『
溪
嵐
拾
葉

集
』
に
み
る
説
話
の
変
容
│
│
」（『
朱
』
第
三
九
号
、
平
成
八
年
三
月
）
に
拠
り
な
が
ら
、
管
見
に
よ
る
増
補
を
加
え
て
、
確
実
と
思
わ

れ
る
貞
崇
の
事
績
を
年
譜
の
形
で
提
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

貞
観
六
年
（
八
六
四
）、
生
誕
。〔
醍
醐
寺
座
主
次
第
。
密
宗
血
脈
鈔
は
貞
観
八
年
誕
生
と
し
、
そ
の
他
、
享
年
を
七
十
九
歳
と
す
る
諸
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書
か
ら
の
逆
算
に
よ
っ
て
も
貞
観
八
年
と
な
る
が
、
天
慶
六
年
貞
崇
上
表
文
（
扶
桑
略
記
所
収
）
の
「
於
是
歯
八
旬
」
の
一
節

か
ら
は
、
貞
観
六
年
生
誕
説
を
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
〕

昌
泰
二
年
（
八
九
九
）、
東
寺
廿
僧
を
謝
し
、
金
峯
山
に
籠
る
。
以
後
、「
出
山
之
思
」
を
絶
つ
こ
と
「
三
十
余
年
」
と
い
う
。〔
天
慶

六
年
貞
崇
上
表
文
（
扶
桑
略
記
所
収
）〕

延
喜
二
年
（
九
〇
二
）
九
月
二
十
三
日
（
一
説
、
二
十
二
日
）、
聖
宝
よ
り
伝
法
灌
頂
を
受
け
る
。〔
真
言
伝
法
灌
頂
師
資
相
承
血
脈
、

密
宗
血
脈
鈔
、
東
寺
長
者
補
任
〕

延
長
五
年
（
九
二
七
）、
頻
り
に
恩
詔
を
蒙
り
、
に
わ
か
に
禁
中
に
候
す
る
。
そ
の
後
、
天
慶
六
年
に
至
る
ま
で
の
「
十
七
箇
年
」、
醍

醐
・
朱
雀
二
代
に
奉
仕
す
る
。〔
天
慶
六
年
貞
崇
上
表
文
（
扶
桑
略
記
所
収
）。
史
料
一
ノ
六
、
五
八
頁
〕

延
長
六
年
（
九
二
八
）
正
月
六
日
、
左
大
臣
藤
原
忠
平
に
命
じ
て
、
醍
醐
寺
延
正
法
師
と
と
も
に
、
貞
崇
法
師
を
内
供
奉
十
禅
師
に
補

任
す
る
。〔
醍
醐
天
皇
御
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）。
東
寺
長
者
補
任
が
延
喜
十
六
年
正
月
六
日
の
こ
と
と
す
る
の
は
、

誤
り
で
あ
ろ
う
〕

同
年
六
月
十
七
日
、
東
寺
入
寺
に
補
任
さ
れ
る
。〔
東
寺
長
者
補
任
〕

延
長
八
年
（
九
三
〇
）
二
月
二
日
、
醍
醐
寺
座
主
に
補
任
さ
れ
る
。
以
後
、
在
任
十
四
年
に
及
ぶ
。〔
醍
醐
寺
座
主
次
第
、
東
寺
長
者

補
任
、
密
宗
血
脈
鈔
。
東
寺
長
者
補
任
に
は
、
別
に
天
慶
元
年
二
月
十
二
日
補
任
と
す
る
記
事
も
見
え
る
が
、
誤
り
〕

同
年
六
月
二
十
九
日
、
醍
醐
天
皇
不
予
に
よ
り
、
貞
崇
法
師
を
召
し
て
読
経
さ
せ
る
。〔
古
今
著
聞
集
巻
一
、
吏
部
王
記
逸
文
（
花
鳥

余
情
所
引
）、
元
亨
釈
書
。
史
料
一
ノ
六
、
二
六
四
〜
五
頁
。
な
お
古
今
著
聞
集
巻
二
に
も
、「
承
平
元
年
の
夏
の
比
」
に
「
貞

崇
法
師
」
が
火
雷
天
神
と
問
答
し
た
話
を
収
め
る
〕
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同
年
十
月
十
日
、
醍
醐
天
皇
を
後
山
科
山
陵
に
葬
り
奉
る
時
の
「
凡
僧
十
八
人
」
の
一
人
に
貞
崇
の
名
が
見
え
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文

（
慶
延
記
所
引
）。
史
料
一
ノ
六
、
三
五
九
〜
七
〇
頁
〕

同
年
十
一
月
十
五
日
、
醍
醐
寺
に
お
け
る
醍
醐
天
皇
七
七
日
法
会
に
際
し
、
読
師
を
勤
め
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事
記
所

引
）。
史
料
一
ノ
六
、
三
七
七
〜
八
頁
〕

承
平
元
年
（
九
三
一
）
六
月
三
日
、
醍
醐
天
皇
の
遺
詔
を
承
け
た
醍
醐
寺
座
主
貞
崇
の
上
奏
に
よ
り
、
醍
醐
寺
に
年
分
度
者
二
人
を
置

く
。〔
同
日
付
太
政
官
符
及
び
本
年
七
月
二
十
一
日
付
僧
綱
牒
（
醍
醐
寺
要
書
所
収
）、
吏
部
王
記
逸
文
本
年
六
月
二
十
四
日
条

（
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
）。
史
料
一
ノ
六
、
四
五
四
〜
六
頁
〕

同
年
九
月
二
十
四
日
、
醍
醐
天
皇
の
周
忌
法
会
を
醍
醐
寺
に
修
し
た
際
、
貞
崇
が
読
師
を
勤
め
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
醍
醐
寺
雑
事

記
所
引
）。
史
料
一
ノ
六
、
五
七
五
〜
七
頁
〕

承
平
二
年
（
九
三
二
）
二
月
十
四
日
、
貞
崇
禅
師
、
金
峯
山
の
故
事
を
述
べ
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
九
条
家
本
諸
山
縁
起
・
古
今
著

聞
集
所
引
）〕

同
年
九
月
十
三
日
、
権
律
師
に
補
任
さ
れ
る
。〔
貞
信
公
記
抄
、
興
福
寺
本
僧
綱
補
任
、
東
寺
長
者
補
任
、
密
宗
血
脈
鈔
〕

同
年
十
月
二
十
四
日
、
明
日
の
大
嘗
会
御
禊
行
幸
の
た
め
の
七
箇
寺
諷
誦
に
際
し
て
、
祈
願
す
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
九
条
家
本
大

嘗
会
御
禊
部
類
記
所
引
）〕

承
平
三
年
（
九
三
三
）
十
月
二
十
日
、
東
寺
長
者
に
補
任
さ
れ
る
。〔
東
寺
長
者
補
任
、
興
福
寺
本
僧
綱
補
任
。
史
料
一
ノ
六
、
七
五

七
頁
。
な
お
、
醍
醐
寺
座
主
次
第
は
、
同
日
付
で
薬
師
寺
別
当
補
任
と
す
る
〕

承
平
四
年
（
九
三
四
）
正
月
八
日
、
後
七
日
御
修
法
の
阿
闍
梨
を
勤
め
る
。〔
東
寺
長
者
補
任
、
後
七
日
御
修
法
阿
闍
梨
名
帳
。
史
料
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一
ノ
六
、
七
七
三
頁
〕

同
年
九
月
二
十
一
日
、
醍
醐
寺
座
主
貞
崇
の
上
奏
に
よ
り
、
同
寺
に
金
剛
界
業
の
年
分
度
者
一
人
を
加
え
置
く
。〔
同
日
付
太
政
官
符

・
本
年
十
月
二
十
九
日
付
僧
綱
牒
（
醍
醐
寺
要
書
所
引
）、
醍
醐
寺
座
主
次
第
。
史
料
一
ノ
六
、
八
〇
四
〜
六
頁
〕

承
平
五
年
（
九
三
五
）
十
月
十
二
日
、
律
師
に
転
任
す
る
。〔
興
福
寺
本
僧
綱
補
任
。
史
料
一
ノ
六
、
九
四
四
〜
六
頁
。
東
寺
長
者
補

任
は
、
本
年
十
二
月
十
二
日
と
す
る
〕

承
平
七
年
（
九
三
七
）
正
月
八
日
、
後
七
日
御
修
法
の
阿
闍
梨
を
勤
め
る
。
時
に
東
寺
二
長
者
。〔
東
寺
長
者
補
任
、
後
七
日
御
修
法

阿
闍
梨
名
帳
。
史
料
一
ノ
七
、
九
二
頁
〕

同
年
正
月
十
四
日
、
御
斎
会
内
論
義
に
、
貞
崇
が
灑
水
す
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
御
質
抄
所
引
）、
台
記
久
安
六
年
正
月
十
四
日
条
、

史
料
一
ノ
七
、
九
三
〜
四
頁
〕

天
慶
元
年
（
九
三
八
）
六
月
二
十
二
日
、
五
畿
七
道
の
「
高
名
神
五
十
四
社
」
に
各
度
者
一
人
を
奉
る
状
に
、
貞
崇
律
師
が
祈
り
申

す
。〔
貞
信
公
記
抄
。
史
料
一
ノ
七
、
二
二
二
頁
〕

同
年
八
月
二
十
七
日
、
権
少
僧
都
に
補
任
さ
れ
る
。〔
本
朝
世
紀
、
興
福
寺
本
僧
綱
補
任
、
東
寺
長
者
補
任
、
密
宗
血
脈
鈔
。
史
料
一

ノ
七
、
二
六
〇
〜
二
頁
〕

天
慶
二
年
（
九
三
九
）
正
月
八
日
、
後
七
日
御
修
法
の
阿
闍
梨
を
勤
め
る
。
時
に
東
寺
二
長
者
。〔
東
寺
長
者
補
任
、
後
七
日
御
修
法

阿
闍
梨
名
帳
。
史
料
一
ノ
七
、
四
〇
六
頁
〕

同
年
正
月
十
四
日
、
御
斎
会
内
論
義
に
、
貞
崇
が
灑
水
す
る
。〔
吏
部
王
記
逸
文
（
御
質
抄
所
引
）、
台
記
久
安
六
年
正
月
十
四
日
条
、

史
料
一
ノ
七
、
四
〇
八
〜
九
頁
〕
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天
慶
四
年
（
九
四
一
）
八
月
二
十
六
日
、
太
政
大
臣
藤
原
忠
平
、
極
楽
寺
に
お
い
て
一
切
経
を
供
養
す
る
。
請
僧
の
一
人
と
し
て
貞
崇

の
名
も
見
え
る
。〔
本
朝
世
紀
。
史
料
一
ノ
七
、
九
五
五
〜
八
頁
〕

同
年
九
月
二
十
九
日
、
宮
中
清
涼
殿
に
お
け
る
、
醍
醐
天
皇
国
忌
に
お
い
て
、
請
僧
の
一
人
と
し
て
権
少
僧
都
貞
崇
の
名
も
見
え
る
。

〔
西
宮
記
。
史
料
一
ノ
八
、
二
〇
〜
一
頁
〕

天
慶
五
年
（
九
四
二
）
正
月
八
日
、
後
七
日
御
修
法
の
阿
闍
梨
を
勤
め
る
。〔
東
寺
長
者
補
任
。
史
料
一
ノ
八
、
六
六
頁
〕

同
年
四
月
二
十
五
日
、
同
日
付
の
東
寺
伝
法
供
家
牒
（
東
寺
文
書
）
に
、
検
校
と
し
て
権
少
僧
都
「
貞
崇
」
の
自
署
が
見
え
る
。〔
史

料
一
ノ
八
、
一
一
五
〜
六
頁
〕

同
年
九
月
二
十
九
日
、
宮
中
清
涼
殿
に
お
け
る
醍
醐
天
皇
国
忌
に
、
権
少
僧
都
貞
崇
が
奉
仕
す
る
。〔
西
宮
記
。
史
料
一
ノ
八
、
一
五

九
頁
〕

同
年
十
一
月
以
後
、
東
寺
寺
務
を
勤
め
る
。〔
東
寺
長
者
補
任
、
密
宗
血
脈
鈔
〕

同
年
十
二
月
十
九
日
、
金
剛
峰
寺
座
主
に
補
任
さ
れ
る
。〔
東
寺
長
者
補
任
。
史
料
一
ノ
八
、
一
七
三
頁
。
高
野
春
秋
は
十
二
月
二
十

九
日
に
作
る
〕

天
慶
六
年
（
九
四
三
）
正
月
八
日
、
後
七
日
御
修
法
の
阿
闍
梨
を
勤
め
る
。
時
に
東
寺
一
長
者
。〔
東
寺
長
者
補
任
、
後
七
日
御
修
法

阿
闍
梨
名
帳
。
史
料
一
ノ
八
、
一
九
一
頁
〕

同
年
、
辞
表
を
上
る
。
辞
表
の
作
者
は
菅
原
文
時
。〔
少
僧
都
貞
崇
上
表
文
（
扶
桑
略
記
所
収
）。
史
料
一
ノ
八
、
三
〇
一
〜
二
頁
〕
天

慶
七
年
（
九
四
四
）
六
月
二
十
一
日
、
逆
修
を
修
す
る
。〔
天
慶
八
年
六
月
二
十
一
日
付
逆
修
願
文
（
願
文
集
所
収
）。
史
料
一

ノ
八
、
三
七
八
〜
八
〇
頁
〕
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同
年
七
月
二
十
三
日
、
寂
す
る
。
時
に
権
少
僧
都
。〔
日
本
紀
略
ほ
か
。
史
料
一
ノ
八
、
三
七
八
頁
以
下
〕

以
上
の
よ
う
な
事
績
が
知
ら
れ
る
貞
崇
に
つ
い
て
、
右
の
年
譜
の
形
で
の
整
理
で
は
必
ず
し
も
明
確
に
は
現
れ
な
い
関
連
史
料
を
も
た

ど
っ
て
、
醍
醐
天
皇
の
身
近
に
祗
候
し
、
天
皇
崩
御
前
後
の
仏
事
に
も
参
加
し
て
い
た
こ
と
、『
吏
部
王
記
』
な
ら
び
に
そ
の
記
主
重
明

親
王
と
の
関
係
、
天
慶
六
年
の
貞
崇
上
表
文
の
作
者
が
菅
原
文
時
で
あ
る
こ
と
等
々
を
踏
ま
え
て
、
天
神
信
仰
の
萌
芽
・
発
展
の
一
翼
を

に
な
っ
た
人
物
と
位
置
付
け
ら
れ
た
の
が
勝
部
香
代
子
氏
の
「
天
神
信
仰
と
醍
醐
天
皇
周
辺
」（
前
掲
）
で
あ
っ
た
。

ま
た
勝
部
氏
よ
り
先
に
、
中
野
玄
三
氏
は
、「
北
野
天
神
縁
起
日
蔵
六
道
廻
り
の
段
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
仏
教
藝
術
』
第
四
九
号
掲

載
、
昭
和
三
十
七
年
九
月
）
に
お
い
て
、
日
蔵
と
貞
崇
と
の
経
歴
の
相
似
か
ら
、『
冥
途
記
』
は
貞
崇
の
事
跡
に
仮
託
し
て
作
ら
れ
た
可

能
性
を
示
唆
さ
れ
、『
冥
途
記
』
成
立
に
貞
崇
そ
の
人
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
推
測
す
る
見
方
も
あ
る
（
笠
井
昌
昭
「
天
神
縁
起
の
か

げ
に
隠
れ
て
」〔『
神
道
大
系
月
報
』
２
掲
載
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
〕。
な
お
拙
稿
「
日
蔵
伝
展
開
の
一
側
面
│
│
と
く
に
真
言
密
教
と

の
関
連
に
つ
い
て
│
│
」〔『
古
代
文
化
』
第
二
九
巻
六
号
掲
載
、
昭
和
五
十
二
年
六
月
〕
も
、
後
者
と
同
様
な
意
見
を
述
べ
た
）。

以
上
の
諸
説
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
冥
途
記
』
や
『
夢
記
』
の
成
立
と
貞
崇
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
な
お
断
案
を
下
し

が
た
い
が
、
そ
の
問
題
と
は
別
に
、
史
実
と
し
て
貞
崇
が
道
真
の
怨
霊
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
天
神
信
仰
の
形
成
に
一
役
買
っ
て
い
た
ら

し
い
こ
と
は
認
め
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
上
で
、
し
か
し
な
が
ら
、
問
題
と
な
る
の
は
、
貞
崇
が
、
果
た
し
て
道
真
の
怨
霊
の
恐
怖
を
煽
る
側
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
、
そ
の
恐
怖
を
鎮
め
る
│
│
こ
こ
で
は
、
醍
醐
天
皇
の
追
善
を
通
じ
て
の
│
│
側
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
実
に

は
、
両
者
は
表
裏
一
体
で
あ
っ
て
、
二
者
択
一
的
に
限
定
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
立
場
や
事
績
を
冷
静
に
振
り
返
っ
て
み
る
限
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り
│
│
と
り
わ
け
小
論
に
お
い
て
強
調
し
た
醍
醐
寺
の
性
格
、
な
ら
び
に
醍
醐
寺
に
お
け
る
貞
崇
の
立
場
を
も
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば

│
│
、
や
は
り
後
者
が
、
よ
り
真
相
に
近
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
す
る
と
、『
冥
途
記
』
や
『
夢
記
』
が
、（
一
）・（
二
）・（
三
）
に
分
け
て
提
示
し
て
き
た
諸
々
の
史
実
に
反
し
て
│
│
史
実
を
無
視

し
て
、
あ
る
い
は
隠
蔽
し
て
、
と
言
う
べ
き
か
│
│
、
貞
崇
の
名
を
一
度
た
り
と
も
登
場
さ
せ
な
い
一
方
、『
夢
記
』
の
み
に
で
は
あ
る

が
、（
二
）
の
項
に
登
場
し
た
、
醍
醐
寺
の
開
山
聖
宝
（『
夢
記
』
の
表
記
は
「
正
宝
」）
や
、
醍
醐
寺
初
代
座
主
観
賢
を
登
場
さ
せ
て
い

る
事
実
、
そ
し
て
ま
た
、
両
書
と
も
に
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
醍
醐
天
皇
に
堕
地
獄
の
苦
し
み
を
味
わ
わ
せ
て
い
る
事
実
を
こ
そ

注
視
し
て
、
延
い
て
、
そ
の
意
味
を
考
察
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

む

す

び

以
上
、
本
稿
で
は
、『
冥
途
記
』・『
夢
記
』
の
性
格
究
明
の
一
環
と
し
て
、
あ
る
史
実
が
両
書
に
お
い
て
は
「
無
視
」
な
い
し
「
隠
蔽
」

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
示
さ
ん
が
た
め
に
、
大
部
分
が
史
実
の
列
挙
と
な
り
、
か
つ
は
ま
た
、
ま
こ
と
に
迂
遠
な

記
述
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
。
も
と
よ
り
、「
無
視
」
な
い
し
「
隠
蔽
」
の
事
実
の
認
定
、
ま
た
「
無
視
」
な
い
し
「
隠
蔽
」
の
内
容
そ

の
も
の
の
全
体
を
漏
れ
無
く
確
定
す
る
こ
と
は
、
原
理
的
に
は
不
可
能
な
面
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
般
論
と
し
て
で
は
な
く
、
今
回
の

作
業
結
果
内
容
を
踏
ま
え
て
、
一
つ
の
問
題
提
起
を
試
み
た
次
第
で
あ
る
。
意
と
す
る
所
を
お
く
み
取
り
い
た
だ
き
た
く
思
う
と
と
も

に
、
冒
頭
に
も
掲
げ
た
別
稿
と
併
せ
、
今
だ
に
未
解
明
の
点
が
少
な
く
な
い
両
書
の
成
立
の
背
景
や
制
作
意
図
の
究
明
の
手
掛
か
り
の
一

つ
に
も
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
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